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ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム プロジェクト１(P1) 
成果報告書（3 年次） 目次 

  

＜分冊１ ２６日第２部 南砺市（富山県）＞                        
 

◆Ⅱ 南砺市（富山県）の教育改革～３年間の成果と課題 

松本 謙一(南砺市 教育長) 

◆指定討論・意見交換 

福畠 真治（福知山公立大学 准教授） 

 

＜分冊２ ２７日第２部 川根本町（静岡県）＞ 
 
◆Ⅱ 川根本町（静岡県）の教育改革～３年間の成果と課題  

山下 斉（川根本町 教育長） 
松本 治樹（川根本町教育委員会 管理主事） 

渡邉 哲也（川根本町立 中川根第一小学校校長） 

◆指定討論・意見交換 

佐々木 織恵（開智国際大学 准教授） 

 

＜分冊３ ２６日第３部 複雑系アプローチの学校改善の実践研究＞ 
 
◆Ⅲ 複雑系アプローチの学校改善の実践研究 

赤星 信太朗（静岡大学教職大学院 現職教員院生） 

◆指定討論・意見交換 

小岱 和代(静岡大学教職大学院 特任教授 実務家教員) 

◆おわりに 

 
＜分冊４ ２６日第１部・２７日第４部 複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革＞ 

 

■２６日第１部  
 

◆シンポジウムポスター 

◆学部長あいさつ 

熊倉 啓之（静岡大学教育学部 学部長） 

◆Ⅰ プロジェクトの概要とシンポの企画趣旨 

梅澤 収（静岡大学 特任教授／プロジェクト１（P1）・リーダー） 

◆各活動報告 

川根本町・南砺市・ESD ほりぷ・IML・若者プロジェクト 

 

■２７日第３部  
 
◆Ⅲ 複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革 

梅澤 収（静岡大学 特任教授／プロジェクト１（P1）・リーダー） 

◆指定討論 

千葉 直紀(インパクトマネジメントラボ 共同代表） 

◆おわりに 
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2月26日

13:10̃ 13:30̃ 16:30受付開始 開会 終了

お申し込みはこちら

お問い合わせ先 ： umezawa.osamu@shizuoka.ac.jp（梅澤収 教授）

主催 ： 静岡大学・川根本町教育委員会・南砺市教育委員会

参加費
無料

プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

南砺市(26日)・川根本町(27日)の教育改革

赤星信太朗「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」(26日)
梅澤収「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」(27日)

日 月

Z o o m 開 催

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１
第3回(3年次)シンポジウム ２自治体

(川根本町・南砺市)
の事例を通して

２自治体
(川根本町・南砺市)

の事例を通して

第１部

第2部

第3部

右記申し込みフォームより必須事項をご記入の上、お申し込みください。

〜令和の教育にビルドインする〜
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄

〜令和の教育にビルドインする〜

27日
,
 

ì繭人大学



複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.26
(        )sun

第１日

13:30

16:30

~

◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.27
(          )mon

第２日

13:30

16:30
~

趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する
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複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.26
(        )sun

第１日

13:30

16:30

~

◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.27
(          )mon

第２日

13:30

16:30

~

趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する

巻頭言

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム（基幹大学：静岡大学教育学部）は、2016 年度からユネス
コ活動費補助金の採択をこれまで３件（各最大 3 年間）受けています。2020 年度からは「SDGs 達成
の担い手育成(ESD)推進事業」の公募採択により、次のプロジェクト事業を行ってきました。
〇「ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発」（SDGsP1）
このプロジェクト（SDGsP1）は、公募分類 1（カリキュラム等開発・実践）のプロジェクトですが、

3 年目（2022 年度）の公募申請が不採択となりました。そこで、静岡大学の（プロジェクト事業）「終
了後の（経費）支援」を受けてプロジェクト内容・規模を縮小し、今年度活動を実施しました。
本報告書は、この３年次 2022（最終年度）の活動報告書（2023 年 3 月発行）です。初年次 2020（第

1 回）報告書は 2021 年 2 月、２年次 2021（第２回）報告書は 2022 年 2 月に発行しました。

SDGsP1 の目的は、SDGs 未来都市・南砺市（富山県）及び川根本町（静岡県）のホリスティックな
学校改革を支援しながら、モデル開発の研究成果を全国に発信することです。2 年次には、2 つの参
加自治体に加えて、帰還困難地の教育創造に取組む大熊町（会津若松市、3 年目は辞退）を得ました。
今回は、事業開始から３年経過しているので、その活動の全体総括も含めた報告書となっています。

P1 事業の特色は、「教師が内発的・創造的に実践・活動を行い、その成果を学校改革とシステム転
換に繋げる」という理論枠組みのもと、若手教育研究者（8 名から 9 名へ）を結集した組織「ESD ほ
りぷ」を立ち上げたことです。当初は、事業自体と各自治体の教育改革支援の全体像の可視化のため
に社会的インパクト評価手法であるロジック・モデル（LM）を作成し、支援活動を行う方向性を探
究しました。しかし、２年次に日本教育政策学会と共同開催した公開シンポジウム「ＥＢＰＭ時代における
教育実践と制度改革の枠組みの構築～公立学校の変革支援の枠組みをどう創るか～」を契機に次のような
取組みに転換しました。すなわち、「自治体の教育改革支援の枠組みと大学教育・教師教育の改革枠組みを
「機関包括型（whole-institution）アプローチで探究する方向性」です。

これを受けて３年次は、自治体の改革支援のさらなる推進と検証、モデル開発の理論的・実践的な総括的
な検討を行って、全国にその成果と課題を発信することとしました。主な活動は 5 点です。
１． 自治体の教育改革支援の活動等は、引き続きそれぞれの自治体で展開しています。2 つの自治体の

教育改革はプロジェクト開始から 3年経過しましたので、改革の進捗状況と成果と課題を整理しました。
２． 「モデル開発」の枠組みに基づいてまとめた「教職大学院の改革方向性」を確認して、教職大学院改革

プロジェクトを立ち上げて活動を開始し、全国５大学の教職大学院のインタビュー調査を行いました。
３． 全国５大学の教職大学院のインタビュー調査では、プロジェクトメンバーだけでなく、静岡大学教職大

学院の現職大学院生も調査に参加していただきました。他の教職大学院の現職教員との意見交換の
機会は非常に有意義であったようですので、今後の展開が期待されます。

４．若者（youth）が ESD/SDGｓの活動を企画実施する活動を行いました。大学教員が支援し、大学生が中
学校の生徒に防災・減災学習を、ESD/SDGｓの視点を入れて授業を行いました。

５．第 1 回（2021.2.4）、昨年度第 2 回（2022.1.25）に続き、プロジェクトの最終成果報告会を兼ねて、第３回
シンポジウム「複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み～令和の教育にビルドインする～」をZoomに
より、2 日間にわたり開催しました（2023.2.26<日>,27<(月)>）。

さて、中央教育審議会は「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会を置き、昨年 12 月 19 日に答
申を出し、改革工程表を示しました。答申は、学校と教師の役割の現代的な変化を指摘し、それを教師の資質・能
力向上とNITS（教職員支援機構）の整備充実による研修（学び支援）、管理職による教師に対する学びの管理と指
導の枠組みを柱にして提示しています。本プロジェクトは、答申の考え方を取り入れながらも本格的に学校のシス
テム転換を視野に入れた教育政策と学校・教師改革の実践・検証を繋げることです。
具体的には、「教師の内発的実践力を引き出し、学校制度（システム）を質的に転換する枠組み（システム思考）

を理論的実践的に探究する」ことです。残念ながら、答申には、学校と教師の構造的なシステム改革（変容）という
転換期の視点が希薄な（ない）ために、結局は教師に過重な責任を押し付ける論理（考え方）となっています。問わ
れるべきは、学校・教師のシステム構造改革に重大かつ多大な責任を負う（期待も大きい）教育政策担当者、及び
教育行政担当者のあり方・役割、指導主事や校長・副校長・教頭等の教育リーダー・学校管理職の役割（リーダー
シップ）と責任等の観点です。
内発的実践者としての教師と、教育政策・行政担当者や校長等が双方向（実践⇔学校⇔政策）の良好な円環関

係を構築できることによってのみ、実効性のある教育改革の実践を創造することができると考えます。
最終年度の本報告書がどれだけ上記の内容に迫っているかは、みなさんの評価に待つことにしますが、

この方向性で、みなさんとともに令和の教師教育改革を創造していくことを期待しており
ます。

2023（令和 5）年 3 月 10 日
梅 澤 収（静岡大学特任教授）プロジェクト（P1）リーダー  

cESDふじくん
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ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム プロジェクト１(P1) 3 年次（第 3 回）シンポジウム

ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発

2023 2 ZOOM

< >

  

）本 は、当町の教育 についてご意見をいた ける な機会となることを 変うれしく

思って ります。私からは川根本町の教育 の と、現 進めている学校再編計画の 成プ

ロ スと実 について を しし、 の後、松本 主 ）と 川根 一

学校校長）より、教育 の について を ていた きます。

川根本町について に ていた きます。 と の 人が る しの をキャッ

ー とする当町は、静 の に している であり、 は静 、 は 松

、2つの 指 に し、 は長 と しています。一 川の 川 いに 40

、 23 、 に 長い となっています。2014 に川根本町を アルプス が

ス ークとして れ、また 2015 には 本で最も しい 連 に加 しました。

な 本 で 一、 生 保全 に指 れている町です。人 は、今(2023) 1 1

現 で 6,078人、 高 化が進み、 やかに人 は の一 をたどっています。 は

川根 を とした や ですが、 かな や など にも を れていま

す。 に、 川 アルプスアプト ンのトロッ 車で行く 上 や、 まで

に りたい の徒 り 10 に れた の り など、 に しい

を見 てくれる ス ットが くあり、 から 変な人 を して ります。本 ご 会のみ

な まも機会があれ しいた き、当町の に浸っていた けれ と思います。

教育 の を いたします。本町には、現 学校 4 校、 学校 2 校があり、い れも

な学校であり、 校の リットを生かした ある 代教育を指向し、教育 を推進

しています。 の として、町の 4 つの 学校と 2 つの 学校を やかな 1 つの学校と

え、 学校 の連 RG ） 実 しています。また、GIGA スクール に けて、2017

から全 学校の ICT を 備し、1 人 1 の iPad を全児童生徒 よ 全教職員に

しています。 ロ や 時などに いても、 ン ン 方向での を実 するな

ど、児童生徒、教職員には ICT 機 の 化が られています。

のような 、 化の が らに進行し、あまりに 化した学校での教育 や学校の

続を する が、保護者や から かれるようになりました。 こで 2018 に 川根本

町 学校 化 よ 教育のあり方検討協議会 よ 会 を し、2 をかけて協

議会、 会を実 しました。また、保護者や を対 に 育て 教育にかかる意見

会 を実 し、 な意見をいた きました。これらの意見を まえ、協議会は 2020 3 続

能な町 くりの視点から、 教育学校 2 校 の再編が である という を しました。

川根本町教育委員会では、この に き、 教育会議の を た後、2023 に

教育学校 ）本川根学 の よ ） 川根 学校 の再編を、また、 2024

に 教育学校 ） 川根学 の という学校再編の方 を し、2020 4 か

（山下）
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から全 学校の ICT を 備し、1 人 1 の iPad を全児童生徒 よ 全教職員に

しています。 ロ や 時などに いても、 ン ン 方向での を実 するな

ど、児童生徒、教職員には ICT 機 の 化が られています。

のような 、 化の が らに進行し、あまりに 化した学校での教育 や学校の

続を する が、保護者や から かれるようになりました。 こで 2018 に 川根本

町 学校 化 よ 教育のあり方検討協議会 よ 会 を し、2 をかけて協

議会、 会を実 しました。また、保護者や を対 に 育て 教育にかかる意見

会 を実 し、 な意見をいた きました。これらの意見を まえ、協議会は 2020 3 続

能な町 くりの視点から、 教育学校 2 校 の再編が である という を しました。

川根本町教育委員会では、この に き、 教育会議の を た後、2023 に

教育学校 ）本川根学 の よ ） 川根 学校 の再編を、また、 2024

に 教育学校 ） 川根学 の という学校再編の方 を し、2020 4 か

ら町 14カ に いて学校 会を実 しました。また、学校現場では、2021 から教職員全

員が 加するプロジェクトワーキングを実 し、学校再編計画を進めました。

とこ が、 うど 1 、2022 3 、町議会 3 会に いて、 教育学校 2 校の

に な を 、学校再編に 連する の が られ 、学校再編計画は一時

ざるを ない となりました。この議会での を けて、教育委員会は、保護者、児童生

徒、教職員に対し、教育長 ッ ージとして現 と今後に向ける思いを発 するとともに、 長

との連 の 、 機 と連絡 を りながら学校再編計画の再ス ートを目指し、校 の

を再 見直し、 などの を検討しました。 行し、学校再編 会を再 、町

カ に いて行い、 めて本町が目指す学校再編計画について を ました。

の後、 9 までの町議会に いて、学校 に う再 計の や学校

の一 などが、 成 で れ、学校再編計画を再 ることとなり、今に ります。

現 の学校再編ス ジ ールは、当 計画より一 変更し、2023 ） 川根 学校

の再編を 2024 ）本川根学 と ） 川根学 の 教育学校 2 校 時

校 となって ります。今後はより一 、児童生徒、保護者、教職員の思いを最 に考えなが

ら、 長 との連 の 、教育 に対し くの をいた けるよう、 発 に めていき

たいと考えています。

4 2022

松本） 4 から 継 、本 を進めて ります。 はロジックモデルの とこれまでの

について、後 は、今 4 ）の取組みです。

れでは、川根本町の学校再編に向けた、教育委員会と学校の取組みについて していき

ます。 ロジックモデルを した 続 能な学校 くり について します。学校再編の きな

らいは、 に ける 校の リットを最 に生かした、 続 能な 代教育

の実現です。 こで、この きな目標を実現 るため、 り のみな まなどからのご をいた

きながら、教育 や学校 くりのロジックモデルを作成しました。

ロジックモデルの作成にあたっては、最終アウトカムの検討から し、SDGs の視点と ESD の視

点から、 7 以降の学校や児童生徒、 の を ージして、 れを最終アウトカムの

として考えたものです。最終アウトカムに くための アウトカムの検討にあたっては、

5 、 6 あたりを して、現時点での教育を しながら、 み上 た時の を ージ

して作成しました。キーワードの一つに 教員の 発 なアウトカム を け、教員の主体 を

視したいと考えました。

アウトカムで した に るための アウトカムの検討については、 3 、4 あたり

に 点を当てて、 2 当時の に く を しています。また、児童生徒のアウトカ

ムを ンピテン ー ースで、ESD に ける育みたい に いて えました。

これはロジックモデルを作成した 2 の主な取組みです。 会 意見 、方 の

、再編プロジェクトの 組みに する協議、 最 化 れた学 の 行などを行いました。

3 は、4 に町 教職員を める全体会を しました。これは、学校再編につい

て として け めていない教職員に 機感を いた校長会が、教育委員会と協議する

で実 につながったものです。全教職員が を し うことで共有を り、これが教職員の 発

機 けになりました。

4

ここから 4 、今 の取組み、 続 能な学校 くりに向けて を します。

ま 、教育委員会の取組みです。教育委員会では、 4 3 議会を け を協議し、再

編計画の見直しを行いました。 ど教育長が たような で、8 の臨時議会での 再 計

（松本）
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委 に する 、9 議会に いて 3 学校を 1つの 学校に再編する の

一 につながりました。 り での 3 学校の学校再編は、時 に しいものがありまし

たが、再編計画を見直す で を にし、学校がより主体となって 発 に進めるよう し

ました。 の校長会で進行 していくことをアウトプットとしました。 に応 て 共有

しながら進め、学校再編 の計画 な準備、運 となるよう働き掛けました。教育委員会が取り組

ものの から、学校 会、校 プロジェクト、視 、 ティー スクールの 行 取

組みについて していきます。

再編の再 にあたって、8 から 9 にかけて、町 6 カ 、計 8 川根本町が目指

す を担う どもた のための学校 くり と して 会を行いました。この 会では、学校

再編のス ジ ールを共有し、川根本町が目指す 教育学校について していた きました。  

これは、 の に した ン ットです。表 には 3 に実 した保護者、 代表、

教職員で協議したプロジェクトワーキングの をまとめました。川根本町の共有 ジ ンを、

に え、目指す児童生徒 、児童生徒に育みたい 能 、町全体で一人一人が 方向

を って学校 くりを進めていくことを共有しました。

これは、保護者や の方から主な や意見をまとめた一 です。 ども の は、いつ

がする か どもた の 安がないように対応して しい など、再編 の児童や保護者の

安がアウトカムとして れました。教育委員会では、これらを 一に考えて対応していくことを

保護者に え、学校と連 し、 な について実 してきました。

に校 プロジェクトです。 5 再編 学校の校 について し、 計 90 の

方から 60 が まりました。どれも思いや いのこもった校 がたく 見られました。児童生徒の

を にしながら、ここに した を て 3 議会で となります。 しい学校 の

いが められ、 の いが わる学校にしたい 川根本町から に たく どもた を ー

ジできる な にしたい 川根、本川根という にこ わらない うが い みのあ

る を取り れていくのもいい など、 な意見が かれ、校 を して学校 くり の

画意識、学校 の いがアウトカムとして見られました。

は、川根本町が目指す学校 くりについて深めようと、教育委員会が 画した 視 です。

本 は の つ き学 、 学校の 2 校を視 しました。 つ き

学 の視 では を ていた き、 教育学校の進 し く） 、教育 、

ある取組みについて学 ました。 加した教 主 が しい学校を た で りたい

川根本町でも生かすことができる と し、 しい学校 くりに向けた思いが高まりました。

学校の視 では、 進 学 についての を し、 の取組みの てやア デアを学

ました。実 に教員が直 の目で見て かめ、感 ることの を実感し、 も視

について 化していく です。

は ティー スクールです。本 、 4 4 より 行 にス ートしました。町

学校 に れ れ学校運 協議会を てて行う計画でしたが、再編の れにより学校運 協議

会の は れたものの、 ティー スクールのス ッ が となり が 発に行われま

した。学校運 協議会は とも一 つの となりました。 では、 の しい 学

校について学校運 や教育計画について をいた きました。 では、学校と の

について 議を行い、 の 果を学校の教育 に生かしています。

学校協働 については、 ティー スクールス ッ が 校を し、学校と を

つな ました。 の から、 の と もの ことを生か うとする教職員の意識の向上 や 学

校や どもた のために りたいという の方の思いや いの高まり がアウトカムとして見ら

れました。 れでは、続いて学校の取組みに ります。
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保護者に え、学校と連 し、 な について実 してきました。
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方から 60 が まりました。どれも思いや いのこもった校 がたく 見られました。児童生徒の

を にしながら、ここに した を て 3 議会で となります。 しい学校 の

いが められ、 の いが わる学校にしたい 川根本町から に たく どもた を ー

ジできる な にしたい 川根、本川根という にこ わらない うが い みのあ

る を取り れていくのもいい など、 な意見が かれ、校 を して学校 くり の

画意識、学校 の いがアウトカムとして見られました。

は、川根本町が目指す学校 くりについて深めようと、教育委員会が 画した 視 です。

本 は の つ き学 、 学校の 2 校を視 しました。 つ き

学 の視 では を ていた き、 教育学校の進 し く） 、教育 、

ある取組みについて学 ました。 加した教 主 が しい学校を た で りたい

川根本町でも生かすことができる と し、 しい学校 くりに向けた思いが高まりました。

学校の視 では、 進 学 についての を し、 の取組みの てやア デアを学

ました。実 に教員が直 の目で見て かめ、感 ることの を実感し、 も視

について 化していく です。

は ティー スクールです。本 、 4 4 より 行 にス ートしました。町

学校 に れ れ学校運 協議会を てて行う計画でしたが、再編の れにより学校運 協議

会の は れたものの、 ティー スクールのス ッ が となり が 発に行われま

した。学校運 協議会は とも一 つの となりました。 では、 の しい 学

校について学校運 や教育計画について をいた きました。 では、学校と の

について 議を行い、 の 果を学校の教育 に生かしています。

学校協働 については、 ティー スクールス ッ が 校を し、学校と を

つな ました。 の から、 の と もの ことを生か うとする教職員の意識の向上 や 学

校や どもた のために りたいという の方の思いや いの高まり がアウトカムとして見ら

れました。 れでは、続いて学校の取組みに ります。

） 川根 一 学校の校長の と しますが、 まで２ 松本 主 の と

して教育委員会に になって りました。 の 、教育長、 主 から がありましたよう

に、学校再編 にも わっていました。4 から現場の校長として教育委員会の取組みと学校を

つな つつ、学校発の再編 を進めて ります。今 の ン ジウムでは、学校に ける取組

みとロジックモデルとのつながりについて、教育委員会から を められたので します。

ここからは、主として 5 に 行再編する 川根 3 学校が、 6 の 教

育学校 の再 編を見 え、 川根 学校と連 して取り組 できたことを いたします。

4 8 の臨時議会に いて、 教育学校の再 計 委 を り

が成 したことを け、 川根 では 4 校校長会 を 上 ました。以後、本 までに 9

に よ 4 校校長会を する で、 しい教育 の編成に すること、 っ しに する

ことなど にわたって協議を進めてきましたが、最も 視していたことは児童生徒の の アと保

護者 の でした。 れは、 川根 一 学校での 会に を発します。

8 23 に実 した 川根 一 学校 での教育委員会による 会終 後、 加した保護

者が 車場に まり を めました。 れは、 再 することになった学校再編 の 安でした。

これを いていた ティー スクール ーディ ー ーがすぐに校長 を 、 一 学校

の保護者会の を私に しました。これを私が し、スピード感が であると考え、9

2 と 3 に臨時保護者会を し、学校再編に対する保護者の 進に めました。

この 会に いて、保護者から められた スクールカウン ーの 、 れから しい

学校での 体 の 実 、 らには 現 学校での教育 の 実 といったリク ストは、 れ

れスクールカウン ーによる‘全児童との の実 ’ れから、‘ 員 の 化’

らには‘現 学校での れ の実 ’など、全て になって実 れました。これは、本校

けでなく再編を している 3 校全てで行われて ります。

この ースは、ま に保護者の思いが学校や教育委員会の取組みとしてアウトプット れたもので

あり、 果として児童の の変 などのアウトカムを生み しました。8 から 9 まで

の に行われたこのことが、 れ以後の 4 校校長会の 本 なス ンスを けたとも言え

ます。な 、4 校の共 による保護者 会については、後 ど に れ ていた きます。

に、児童生徒を対 とした取組みについて いたします。ま 3 学校の校長は、

けの や 会で 一の ）に き、 どもた に学校再編の再 を えまし

た。 の上で な学校再編には、児童の な人 が である と考え、RG を

ました。RG については、 ど教育長から があったと りです。 川根 では、

リ ー ン ップの向上と、 しい学校 の機運 成を目 として、この RG を実 しました。

4 2022） 10 25 に実 した 1 RG では、主として人 の に する

を行いました。 クリ ー ンや ス ー 、 み か の を行う で、 校の

と で したり、一 になって本を りする、こういった が見られました。また、 学

校 4 生から 学校 1 生が 川根 学校の体育 に まって、 校 、 学 協 によるワ

ーク ップを行いました。この時に まった どもた は、 6 2024） 校 の 教

育学校で、6 生から 9 生となって学校を えていく どもた です。ワーク ップは、 しい

学校の校 に めたい思い、これを見える化し、機運を 成することを目 にしていました。

これは、ワーク ップの終 に、 る と の思いを の ー に表した どもた の

作 です。 にある ここ けの し を る 車 という作 は、 学 に

する児童の作 です。 川 ののどかな が目に か まる作 と思います。

川 し といったキーワードが り まれた全 78 の作 は、ワーク ップ

までに、KJ 法によってグループごとにまとめられた どもた の とともに、作 に れ

（渡邊）

応ヽ
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ました。4 校校長会や 学 の教員の によってアウトプット れた RG が、 児童生徒の

直な思い というアウトカムを き し、校 の作 にまでつながった取組みでした。

に、教職員の取組みについて します。4 校校長会では、学校再編にかかる教職員の意識

の向上を目指して、 しい教育 編成のよりどこ となる教育計画 を、4 校の教職員に作成

ることとしました。全校の教育計画 を 検討し、校 に 18のワーキンググループを

しました。 しいグ ンドデ ンにより学校 方 を した後は、校 の検討を

グループリーダーに ることとしました。

4 9 から 11 にかけて 39 のワーキングを し、 は となりまし

た。校 の ルで 校の教職員と検討するのは めてでしたが、 められた

に しい方 を作成する という共 識の 、 に作 を進めることができました。この取組

みにより教職員 の が進 とともに、これまでの の学校を振り返り、当たり のこと

として取り組 できた教育 を見直し を るという教職員のアウトカムが見られました。

ロジックモデルには、 最 化に する校 を実 した学校の という成果指標を

けていました。これについては 川根 の 4 校 けではなく、本川根 の 学校 2

校を加え、町教育委員会と町の全教職員で 成する川根本町教育会との連 によって、

会を実現しました。川根本町教育委員会では、 6 の を目指している 2 つの 教

育学校を ある教育 を実践する学校と け、実践や の成果を く発 し、全 か

ら れる学校 くりを目指していると 、校長た は を けて ります。

に、 最 な学 と協働 な学 の による の 本 学校教育を 取りして児

童生徒の 能 を く、深く育 でいきたいと考えています。 こで、本 会では

プ ン教育を する法人から を き、教職員の教育に対する の を としてワーク

ップを しました。

また、 の人 は全 に教員 でした。川根本町の 学校でも 2 の欠員が

生 たため、 川根 一 学校に臨時 を しました。この は、 プ ン協会の

も める教員であり、 最 な学 の を進める上で きな働きをしてくれています。こ

の が、町の教員を対 に 7 に した は、 まざまな意 で教員に をもたらしまし

た。 の時の や学 が、2 8 の 会に き、 加した くの教員から これま

で取り組 できた実践の方向 の か を できた とか、 最 な学 を生み す を

実践してみたい といった、 向きなアウトカムを生み すことができました。

学校に ける取組みの最後として、保護者を対 とした 会について いたします。 ど

ししたと り、 川根 4 校校長会では、児童生徒 の対応とともに保護者 の を

視してきました。 会は、 4 10 、11 、12 に実 しました。 当 の計画にはな

かったため、学校にはスピード感と な対応が められました。また、 ロ ということもあり、

しでも 加 を上 るため、10 、11 の 会で対 と ン ンの リッドとしまし

た。 の時 を 保しどのような 意見も け め、 再編 で返してきました。

1 、 2 の 会では、 学生の保護者の 加 は 90 を えました。 に、 ン

ンによる が した 2 会では、 ン ンによる 加者が全体の 60 を えました。

な 、 3 会の 加 が 99 となっているのは、3 学校 の RG を実 した

であったためです。

会では、保護者目 による 25の や意見がこれまで寄 られています。 え 学

の 化によって、 しい 学校では 70 以上の児童がスクールバスで 学することになります

が、 時の による安全 の や、 学生との りに う 学生の 時 の 加

の などは、 に根ざした保護者ならではの指 でした。このような意見を まえ 4 校校長会

5ヽ
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ました。4 校校長会や 学 の教員の によってアウトプット れた RG が、 児童生徒の

直な思い というアウトカムを き し、校 の作 にまでつながった取組みでした。

に、教職員の取組みについて します。4 校校長会では、学校再編にかかる教職員の意識

の向上を目指して、 しい教育 編成のよりどこ となる教育計画 を、4 校の教職員に作成

ることとしました。全校の教育計画 を 検討し、校 に 18のワーキンググループを

しました。 しいグ ンドデ ンにより学校 方 を した後は、校 の検討を

グループリーダーに ることとしました。

4 9 から 11 にかけて 39 のワーキングを し、 は となりまし

た。校 の ルで 校の教職員と検討するのは めてでしたが、 められた

に しい方 を作成する という共 識の 、 に作 を進めることができました。この取組

みにより教職員 の が進 とともに、これまでの の学校を振り返り、当たり のこと

として取り組 できた教育 を見直し を るという教職員のアウトカムが見られました。

ロジックモデルには、 最 化に する校 を実 した学校の という成果指標を

けていました。これについては 川根 の 4 校 けではなく、本川根 の 学校 2

校を加え、町教育委員会と町の全教職員で 成する川根本町教育会との連 によって、

会を実現しました。川根本町教育委員会では、 6 の を目指している 2 つの 教

育学校を ある教育 を実践する学校と け、実践や の成果を く発 し、全 か

ら れる学校 くりを目指していると 、校長た は を けて ります。

に、 最 な学 と協働 な学 の による の 本 学校教育を 取りして児

童生徒の 能 を く、深く育 でいきたいと考えています。 こで、本 会では

プ ン教育を する法人から を き、教職員の教育に対する の を としてワーク

ップを しました。

また、 の人 は全 に教員 でした。川根本町の 学校でも 2 の欠員が

生 たため、 川根 一 学校に臨時 を しました。この は、 プ ン協会の

も める教員であり、 最 な学 の を進める上で きな働きをしてくれています。こ

の が、町の教員を対 に 7 に した は、 まざまな意 で教員に をもたらしまし

た。 の時の や学 が、2 8 の 会に き、 加した くの教員から これま

で取り組 できた実践の方向 の か を できた とか、 最 な学 を生み す を

実践してみたい といった、 向きなアウトカムを生み すことができました。

学校に ける取組みの最後として、保護者を対 とした 会について いたします。 ど

ししたと り、 川根 4 校校長会では、児童生徒 の対応とともに保護者 の を

視してきました。 会は、 4 10 、11 、12 に実 しました。 当 の計画にはな

かったため、学校にはスピード感と な対応が められました。また、 ロ ということもあり、

しでも 加 を上 るため、10 、11 の 会で対 と ン ンの リッドとしまし

た。 の時 を 保しどのような 意見も け め、 再編 で返してきました。

1 、 2 の 会では、 学生の保護者の 加 は 90 を えました。 に、 ン

ンによる が した 2 会では、 ン ンによる 加者が全体の 60 を えました。

な 、 3 会の 加 が 99 となっているのは、3 学校 の RG を実 した

であったためです。

会では、保護者目 による 25の や意見がこれまで寄 られています。 え 学

の 化によって、 しい 学校では 70 以上の児童がスクールバスで 学することになります

が、 時の による安全 の や、 学生との りに う 学生の 時 の 加

の などは、 に根ざした保護者ならではの指 でした。このような意見を まえ 4 校校長会

では、スクールバスの運行ルートと時刻を、教育委員会の担当者と協議して安全な運行計画作成

の準備に取りかかるとともに、バス降車時の安全点検も深く検討することができました。また、学校と

保護者をつなぐ SNS の機能として欠席連絡のアプリを追加することにもつながりました。これらは保

護者の発議がもたらしたアウトカムと言えると思います。私からは以上です。

（松本）最後に、実践の振り返りです。成果として 3 点あります。

1 つ目です。ロジックモデルを校長会と共有しながら学校の現場の思いに寄り添って進めたことで、

教育委員会からのトップダウンではなく、学校現場の主体意識が高まりました。

2 つ目です。バックキャスティングの考え方が浸透し、目標の共有、いつまでにどうなっているかな

ど視覚化することができ、学校再編に向けた取組みを具現化することができました。

3 つ目です。校長会が主体でプロジェクトワーキングを推進してきたことで、これからの川根本町が

目指す教育について教職員一人一人に浸透しました。

続いて、今後に向けて２点あります。

1 つ目です。ロジックモデルについて何をもって評価とするか。検証方法や計画変更時の見直しに

ついて、スピード感をもって臨機応変に対応し共有していきたいと思います。

2 つ目です。これからの時代を生きていく児童生徒には、SDGs の考え方を深められるように、教育

職員には ESD の考え方が浸透できるように、今後も継続して働き掛けていきたいと思います。

以上で川根本町の発表を終わります。ご静聴ありがとうございました。

夢のつり橋

松本）

臼ヽ
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人口減少地域における特色ある教育づくり

～ロジックモデルを活用した持続可能な学校づくり～

川根本町学校再編を指向した仕組みの構築

令和 5年2月27日

川根本町教育委員会

~ァkowonehoncho- : 

長野景

≫l根本町
水ど森の番人が創る癒lの里

【位薩］

静岡県の中央部に位置

薗謹唇趾顧鳥田市、
北は長野県との県境

J/~I 

山11属一

.-
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上
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●翼鴫‘`

小学校4校 ：176人
中学校2校 ： 92人

4 

コ991...零綾 ．， 

拿

ヽ

”’"●●ー小

・立'"●冨鰊

亭躙●〇零歓

-東”〉

立

【町域】

・大井川沿い 南北約40km、東西約23km

• 南北に細長い形
・面積は496.72km2（県全体の6.4%)

・約90％を森林

【集落の範囲】南北20km、東西15km
［人口】6,078人（令和5年 1月現在）

•町域全域がユネスコエコパークに登録
(2014年6月）

• 原生自然環境保全地域指定
(1 976年3月／全国5地域、本州唯一）

・「日本で最も美しい村」連合加盟
(201 5年10月）

一

大井川鐵道南アルプスアプトライン
「奥大井湖上駅」

死ぬまでに渡りたい
世界の徒歩つり橋10選

「寸又峡夢のつり橋」
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かな一つの学校によるキャリア敏青
とした学校闇遍携授婁(RGj曼婁）

2017年震

l 2019算慶 1延長l王し一

璽’•一
小規模校のメリットの最大化を生かしたESD

-
地者霞保

惑
児

安
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学校再編

J ●務教育学校（コミュニ

ティー・スクール）2校

| 2024年震 l ［一
エポルーション

新学校教育ビジョン
（特色ある次世代教育）

ICT活用
饂別最適化の学び
・異学年・異年齢による学び
・探究的な学び

・キャリア教育を基鱚とした
カリキュラム・マネジメント

etc疇

川根本町の学校教育

I小規模のメリットの最大化 1小規模のデメリットを最小化する工夫 I
----------------------------------------------------------------
◎学校教育ビジョン

・将来の社会的自立に向けたキャリア教育の実施（キャリアノー ト）
・学校間連携 (RG)授業の実施 （子どもたちは宝物、教職員は財産）

◎ JCT教育推進事業 ※小中学校6校が学校情報化優良校に認定(H29)
• Wif i環境の整備 ※町全体が学校情報化先進地域に認定(H30)

・電子黒板（通常教室） ＋タブレッ ト端末（教職員、児童生徒一人一台）

• 町独自ア プ リ の開発、活用
• 9年間を通した情報リテラシー、情報モラル教育の蓄積

・校務支援システムの導入
◎川根本町型問題解決学習（深い学びの創出）の日常化

◎スクールバスを駆使 しての合同行事の実施（修学旅行、音楽発表会、等）
◎連携型中高一貫教育（川根高校） ◎公営塾の運営
◎中学校教諭の兼務発令、町費負担非常勤講師の任用（教育効果の向上）
頃）111T独自の研修システム（合同研修会、 RG作業部会、県外先進地視察、等）6 

L---------------------------------------------------------------

一
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一 一更□ 画
暦

一 義務教育学校開校年度

学校名 当初の予定 変更

（仮称）
中）1|根第一l」I
中央l」¥ 令和5年4月

中川根学園
中川根南部I」I

当初の予定通り
を1小学校に再編

（変更なし）

義務教育学校開校 令和6年4月

（仮称）
本川根学園 義務教育学校開校 令和5年4月 令和6年4月

L 
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contents 

1 ロジックモデルを活用した持続可能な学校づくり

(1)ロジックモデルの概要

(2)ロジックモデルの進捗状況（令和2・3年度）

2 持続可能な学校づくりに向けて（令和4年度）

(1)ロジックモデルを活用した教育委員会の主な取組

(2)ロジックモデルを活用した学校の主な取組

3 実践を振り返って

1 ロジックモデルを活用した
持続可能な学校づくり

10 
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(1)ロジックモデルの作成
SDGs、 ESDの理念に丑づいた持続可能な町づくリ ・学校づく＇）を可能にする ロジックモデル (/II根本町） （第2案）

:工;|盟は芯ぢごヰ：：；ぷ匹字翌芯品ぷるは平mr:m；笠品芸出出芯：
..「鯛別霞適化の学びへの9a向 に転饒L./II禎本町屯の字校霞青を胆にしていく必饗が；'る．

アクティピティ
アウトブット／活動 初期アウトカム 中間アウ トカム

霞［し蒙直言誓言盈
の●精籟賣零(2..)

を襲！設する．

幸乞l= - -... 
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的
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．誓四需
; 字....冑ビジ・ンによ

i ”良冑這馳の賽篇

O~RG(I霞の鐵嶋

. O• CTを熔’'した交． 諷擾●

字..＂鴫 lをJl遍した載

冑霞糟■級
0 TRG糧彙 （焙●）の

"■的な配● ｀餞任“で讚貪をnぅ

一
最終アウトカム

R7以“
ー・ 一' -.....拿..,...ヵ9........臼●拿“

への●●図体． ●●万：豪を髯Iる

i••西字涵面涵ヽ真磁滋・入
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biili.l}洲＇[l置l
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扇嶋 鰭剛
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c•o . コ｀ュニ曹 ・ス9ール・

，，≪レ99-
co ： コ 亀ュニティ・スクー＾~ ，

コーディ手一9-

"’・ •の遍麟，，ルーブ
＂＂：鴫の遍鯛，，ルーブ
W O：ワー尋ンググルーブ
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9
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釦
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寅

蠍員 （字 ）力<r......嶋な字孜
，づくり』を曇●として．．綱最遍

里 ：！荒華誌
“ゃーは＇し．皿l:，駆，LjI

::J:'.'j;...............バ

..m （字校）が•II畿●学校の
,．，.，トを生かした載冑霞檀を

|；中心芦？
戸 ■虞して鬱賣環m奮行う....................................... 
! ro..の躙さ力t9かるJ 』)•中寓生 徽●員 （零校）が・ •覆i鰊冑零撞誌～— 八:Zと叫t9と匹

””濱順更n,................ 
””蹂品でような晏を畢 IL霊栞忠字芸念i
o...性を”め鑢書を●重會，， lm色 ，a滋
〇鳩疇酎量し”....拿ia＂める ．．．．．．～．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．^3 

09  •)がカルシンキング” :o:・ 
いて代讐富e..える "'綱本町立•,...賣字絃を亭露

〇参＂な方 峰で＂暢を分 祈..る したヨ1彎が．グローカルな人＂と
〇績褐約rこコ星ュニケーシ●ン して知●や拉鴫を•大霞1コ忠”

を匹る し．疇蟻や社會1こ賞戴するようIこ
O'）-9'シッブ． フ＊0アーシッ なる

ブを覺●する

①く最終アウトカム＞の検討 (R7以降）

中山間地域における小規模校のメリットを最大化した

持続可能な次世代教育の実現

-

？
山
閏
峨
攣
に
お
け
る
小
讚

gの
メ
リ
ッ
と

贔
大
化
し
た
、

B奇
麓
な
次
閉
叡
冑
の
目

＿

一
SDGsの視点から
【アウ トカムの姿】

児童生徒が自らの学びのゴールを設定し、探究的に学
ぶようになる。

保護者 ・町民が持続可能な町づくり、学校づく りのス
テークホルダーと しての自覚を持ち、地域おこしや学
校運営にイノベイテイプに参画するようになる。

【アウ トカム指標 （例）】

0異学年の協働による授業により 「できた ・分かっ
た」ことが増えたと答える児童生徒 90% 

〇地域学校協働本部事業への成人住民の参加率
10％以上

ESDの視点から
【アウトカムの姿】

川根本町立義務教育学校を卒業した生
徒が、グローカルな人材として知識や
技能を景大限に活用し、地域や社会に
貢献するようになる。

【アウトカム指標 （例）】

0 「自分の力を地域や社会のために生
かしたい」と答える中高生の割合

100% 

5
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分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

②く中間アウトカム＞の検討 (R5-R6) 一【主として教育行政のアウトカム】
【主と して教育課程 ・教育活動のアウトカム】

● ’’’  
教育委員会が策定した学校再編計画と新学校

※いずれも主語は 「児童生徒が」

教育ピジョン （次世代教育）について町民が
理解し、保護者が提案型の学校評価をするよ

多様性を認め、 他者とのコミュニ

うになる。
他者を尊重するーケーションを積極的

ようになる。 に図るようになる。

／ ＼ 
|【主として教員の内発的なアウトカム】

教員が 「持続可能な学校づくり」という視点
で教育課程を検討するようになる。

多様な方法でデー ESD 
で育み

地域を愛し、 環境
タや情報を分析す

たい力
の保全 ・改善に努

るようになる。 めるようになる。

／ 

緻員が、 ICTを活用しながら、コンピテン
ソーペースで授業を改善するようになる。

_ -」U ` 
日切なリーダーシップ クリテイカルシンキ
とフォロアーシップを＿ ングを用いて代替案
つようになる。 J を考えるようになる。

【アウトカム指標（例）】

「コミュニティ・スクールとしての義務教育
学校の取組が理解できた」と回答する保護者

80％以上

【アウトカム指標（例） 】

「自分の良さが分かる」 「友達の良さが言える」
と答える小中高生 100% 13 

③く初期アウトカム＞の検討①(R3-R4) 一【主として教育行政のアウトカム】

保護者・町民が、義務教育学校やコミュニティ ・
スクールのメリット等を知り、 「持続可能な町づ

くり」の視点で学校再編を考えるようになる。9¥¥|‘
【アウトカム指標 （例）】

／ ．． 
住民説明会における、 1会場の平均参加人数

..． 
地区住民の3％人以上

【主として教員の内発的なアウ トカム】

ICTを活用 し、習得主義で授業を構築する教員
が、コンピテンシーペースで子供の表れを検証し、
授業を評価するようになる。

【アウトカム指標（例） 】
個別最適化に関する校内研修を実施した学校 100% L 

ぶ’’ク
ミ 合
lそ91s

【主として教育課程のアウ トカム】

教職員が教育活動をすり合わせ、教育課
程に反映する他校の教育活動を十分に意
識するようになる。

【アウトカム指標（例）】
令和4年度までのWG未処理案件 0件

願う児童生徒像 授業改善

教科担任制 ーヽ 生徒指導

PTAのあり方 特別支援教育

学校行事 教育計画書作成

校務分掌 部活動のあり方

成績表作成 制服のあり方

学校施設・設備 , " 
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分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

④く初期アウトカム＞の検討②(R3-R4)

【主として教育活動のアウトカム】

一 I児童生徒の初期アウトカム I 教職員の初期アウトカム 1 

事象を多面的・多角的に捉え
ることができる。

郷土愛、環境保全意識地域を知り、 資源の効果的な

活用方法を考える。

事象を否定的に捉え、 事実や

自分の価値観と比較検討する。

意思を自分の言葉で表す。

英語を積極的に活用する。

情報収集と整理のツールとし
てタブレットを活用する。

複数の異学年集団の中で、社

会性を身に付ける。

多様性と他者の尊重

クリティカル ・

シンキング

コミュニケーションカ

データ・ 情報の分析力

リーダーシップと

フォロアーシップ

一
道徳等で個別最適化された学びの実
現を図る。

総合を軸に、地域の教育資源を活用

したカリ・マネを実現する。

児童生徒の多様な考え方を肯定し、

対話による解決を促す。

支援のスタンスを統ーする。

小学校で教科担任制を実施する。

家庭学習も含めタブレ ットの使い方
を検証する。

小中一貫（連携）事業、TRG活動

を実践する。

15 

(2)ロジックモデルの進捗状況 （令和 2年度）一「中闇年櫨にありる
4嶺筏校のメ'）.，トを
・XiuA3餞 菫，'次

セ代•寅讀するJ
ことさ畿終gaとして

"＂.,,.零杭 2疇令
＂そ臼し 、コミュニ
~, ・ スクールして
aE胄亭"(2ゆ
を”“する． ．

1令和6軍置9.
糞たn•阜 ― ,,懺＊
零薗“"”..1~
II皿 l14岬,,..
零薗“"” ..•·

.....,． 

.....●こ99 ス9-•
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9 レヽ99-

co:., 1二●ヽス9-•..,會阜-,-
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WO 9 9-•999ル9・

一アクテイビティ

零眉畠国
慮H亀遍化を●讀にず

校 ら覆累の19ドT69•
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｀ 

cs”"：と軍•·
ocso. co.零"”‘

図 五liJ●●書: .¥

i國遍l
零較n胄ビジ•A-よ

i翌亨・文1国
アウトブット／活I

R2 

SOOS. ESDの珊；

令和 2年度の取組

•各種説明会での説明、意見集約
（小中学校、子育て支援センター、保育園、幼稚園、住民、議会等）

•総合教育会議における方針の決定
・アンケートの分析を基にした議会説明

・義務教育学校再編に係る設計委託業務締結

・コミュニティ・スクールのディレクター、

コーディネーターの人選

・義務教育学校再編プロ ジェク トの枠組みに関す

る協議（町内校長会）

・次世代教育の実現を目指した「個別最適化」さ

れた学びの試行
（各学校異学年協業授業、東村山市立久米川東小オンライン交流他）

R5 
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分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

ロジックモデルの進捗状況 （令和3年度）一
"を亨し、コミュ：：
テ<.スク-ルとして
鳴口！冑零!i1(2代〉

を闇註する． .

"＂06隼虞l• 
II,...,．↓叫,,檀•

字 （仮行）＂鸞9o
11;>1!・＃碑,,,檀
零（仮序〉＂置貪り

アクティピティ

乃
d
-

8
g
；
零

支

品
ぎ

＂
胃
皇
璽
．

，

零 饂S,'晨遍（ヒを●環9
奴 ＂匹直にむ•
i CS叫心と置い

月

OCSO、CO檸

這•會書

h 一字牧胄ビジ9A

i 
れ る＂青滋紐の賽菫•

0YRQ授黒... 

OICTを濤JI!

応 温匹 “

l 
アウトブット／活●

R2 

令和 3年度の取組
・コンピテンシーベースで語り合う義務教

育学校再編プロジェクト全体会(4月）

・ 「地域・学校みんなで子供の未来を考え
るワークショップ (7月）

・義務教育学校再編プロジェクトWG
教頭ワーキング

目指す児童生徒像検討部

学校の施設設備検討部会 ほか
コミュニティ・スクールのキーパーソン
の人選

・小中兼務教員による授業の乗り入れ

2持続可能な学校づくりに向けて（令和4年度）

(1)ロジックモデルを活用した

教育委員会の取組

18 
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分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

一(1) ロジックモデルを活用した教育委員会の主な取組

1課題を協議し、再編計画を見直し、必要な変更を行うことを決定

R4年4月 教育委員会

く議員への説明＞
・学校再編への説明、
・課題の共有、
質問への固答等、理解を図る。

＜校長会との連携、情報共有・検討＞
・教職員への伝達・周知 ・依頼
・児童•生徒、保護者、地域への連絡

・教育計画の見直し、変更
・再編計画の今後について 等

8/18（木）臨時議会 ：建築工事予算を作成するための再設計業務委託料に関する補正予算について決定

9/13（火）川根本町議会9月議会 ：令和 5年度より 3小学校を 1つの小学校に再編する条例の一部改正

が認められる。

L 

く関係機関への運絡調整＞
・状況説明、今後に向けて
計画の見直し等

19 

-•一南地域の3小学校
残り半年での学校再編 1-+I学校が主体となり再編計画を推進 I

ー
※教育委員会⇔校長 く学校からポトムアップを＞

情報共有 ・連携・相談 ・指示・依頼等

アウ トプット

毎月の校長会での進行管理 ・
学校と教育委員会の協力

保護者 ・地域への学校説明会
の実施

校名プロジェクトの実施（公募）

切 ヵ玉
学校再編への意識の向上、計
画的な準備 ・運営

学校再編への意識の向上、主体
的な闘わり

学校再編への意識の高まり、参
画意識の醸成

t..東のIll..駅●●9子負た9のたのの瓢しい零内づ( 9 い1.........校2●へ...,ブロジ•9 ト

・島敦冑..校霞0に囀,,た叡冑畳員会賓鰤・珊 糧竃討● （修正●）

"'・'"霞盲慶鼻羅91●●●I

零1月l 知 ＂＂ 

襲状●言と會費の覺過し

＂状●鬱と令艤の員 遍し

＂杖鴫酋と今畿，，見●し

●賓

1田、 It"1l状嶋會

,1金●協●舎 7/19 （の I鰻瞬幻冥凰鴫告と今櫨吠•

ヰ•·•慶合敦賣会●
辱C寓●1H1万鱗口協●

• l9月震m

視察研修の実施 川根本町ならではの学校づく
り・授集改善への意識の向上

CSの試行的取組、学校運営協議地域との連携・協働のよさを
会の実施 実感、当事者意識の向上

|...ImRIt 改●工拿●●し鯵分胃殷II宴険＂

lウー•，，，グで必璽畢贋檜討

璽’について

l•-1和●●プ0が"●叫RS刺IIm”墳肩●に向"て 1.,佼畳會¢••との遍虜

•I..員合●

干10公鼻（零校名）
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9●負•”鑽慎¢●●9費ヘ・て●● 広●かわね9lんもヽ 9に霧•

1::1""會霞紐••ャ·の●»専●麗 1:::名の検ft、打
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分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

SDGs、 ESDの理念に基づいた持緩可能な町づくり・学校づく

心芦犀眠四笠年：：：皿珈：
①学校説明会の開催 ＜町内6カ所計8回＞

2022年 （令和4年）8~9月言尉二I「911噌塁笠詈：：己‘ん誓明会」
→霞愕む賣亨＇ 叩 9濃・

“ 
亨屯l（飯杯）閏雌・

［令100箪虞l •

a義＂較富亨汲やJ9凛•

a 亨0 （鋲杯匹•
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く参加者276名＞ （保護者95名、地域住民181名）

様々な意見や感想、御意見をいただいた。
主な質問や意見は、町のホームページに掲載

I説明会ではパンフレットを配布 I
Iコ~””→m←• Iュ・ぃ•9 C 、—'L 9 エロ•;;;:,.．．』― 11111拿町が目鍾疇皐庫書饂う-..;:,..:＝一-・ぶ 1 西 9-.,＜II I 

→し・9 999999’---
ー會--・ヽro_,-• '
. .....、’‘一， ＇ ょ•—

t、"：：てr:::...
"”4 "＂し...● 99 9, 
・そ冒f ‘’̂ r̂ ••• ．． た一••~99

、：：-:::::；．．”-

レ｝
 

ク
ジ

ス
一・

セ
ィ
ッ

テ
メ

二
の

ユ
ヘ
述

ミ
民
記

コ↑ェ
目指す姿や方向性を共有
R3年度に実施したPWより

く内容＞左右・・・学校の再編計画
中央…川根本町がめざす義務教育学校

開校までの大まかな計画

下•••義務教育学校とはどんな学校か
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分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

1保護者や地域の方からの主な質問や意見

. 3月議会以降、保護者にとって何の説明もないまま今の説明会になっている。何かしら説明が必要
でなかったかと感じる。
・子供達は4月に来年の再編はなくなったと聞いている。なぜこの時期にまた元に戻ったのか。子供

量麟喜〗亨攣曇二J..:：」~ そ:99日
．． ．． .... ．．．． ．． 

....... ・・・・・ 
保謹者・地域の方に見られたアウ トカム

女 「子供達の不安ができるだけないように」という切実な思い
女 「決まり次第情報がほしい」という保護者や地域の意誡の高まり

|
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学校と連携 → 様々な配慮

①SCによる全児童面談の実施 ②不安な児童 ・保護者ヘチームで対応

③学校を窓口に連絡体制 23 

SDGs、 ESDの理念に基づいた持紐可能な町づくり・学校づく

1 :：;;JI ；圧EEEE竺E;；i:；笠こ丑:ZEEi五
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②校名プロジェクト
「令和5年度南地域再編小学校の校名について公募」

～アウトカム～

児童•生徒、保護者、地域住民へ発信したことで
参画意識を高め、学校再編について考えるようになる

2023隼 4月●艘 Ill繍拿IJ庸嬬鑢

覇しい学校の校名募纂

募集用級はこの中です。い

と「自由におとりください。
9 ●●鵬● ●●●● 99...“0ー99員●● 《拿） a 

し--9 C●虞● ●ml:..9●9拿禽U./....~-······. 
..●9温 ・一人-•とし．●●● 9霞●リとし"·.

. • • •• 9尋墨 9"●的●ームベーツ》 1こ·••·•胃にこ如• ~. ~ -・・・----ば：：芯ぶ•;~#；：メー・m• | L●9J 茫竺三=..

く公募結果＞合計90名60案
内訳（小学生36名、中学生21名、一般33名）

※どれも思いや願いのこもった校名が多々あった。
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IIIImIJ'●纏・の麟しい零艘 「艘名J竃壽'|

|＜賣輯鼻＞ これまでの饂遍と今●について l 
① く募集要項を作成＞

暴
※エIIJI渇．＂鑽内＂ 葛鑽＂薗~髯鶏
万氾逍考量事スケジュー）い 、名91• ’'1•7UdI•力ぽ． 452．上99. 9hHIll児C.文化公Illに",."ば這．

~Ifヘ‘... S，，について紀I•;. •r"幻 ，叫1;.. ~-ムページ． 9499 

② く校名巧集（公寡） ＞ 11/9~12/8 
／ 

で'""した

暴 濠90名が応II 瓢学校名60寓
患いやいを込めた校名

| ＂"mm．研心った校8om.m9.,，．いい．軟和1.
• I lot嶋汲7四 R“』公ヽ91にO¥!IIL.遺iを依絹した．り99．スケグ・ール

③ く一次選考＞ 12/9~12/16 
"●岳•• 剛惣字R重言｀皐合望員の編さんが奪鴫を10点Lーし1‘`

,.......................................... 

！④ く小学生 ・中学生から意見：

’ 逢贔ばnた900の鐵襴9しついて●兒をいたた

ヽ．...．ー．······.・●.·・.―.．・•.•............・•. .

暴
⑤ ＜二次選考＞ 1月

暴
汲讀●曇●令濾で．、四
もとにPl1名鑽鴨について
膏認合糟胃含議で匹．

⑥ くほ会で正式に決定＞ 3月
＂i患議で子轟＂ヨ正し． il'l.tに校名€決定Tる．

|
l
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＂関係で｀鼠幽で，，遺~ -,、』とした ・・

児意•生徒、地域の方に見られたアウトカム
女校名選考を通して学校づくりへの参画意識向上
女こんな学校になってほしいという思いや願い

SDGs、 ESDの理念に基づいた持紐可能な町づくり・学校づく

鱚決すぺe. ..鯰司鰊な次直代蒙膏の寅嘱を目鑽し． 町内4小零校と 20字aeコミュ；
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f,アクティピテ4•』

アウトブット／活動こ 初期アウトカム¢

R2 R3~R• 
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廿代い乏寓＂する1
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厨内44亨な が 四
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..,9・スク-1レとして
の霞畑•辱布(2ゆ
そ匹する． ・
＇ （令 05掌属l,
・専邸•叫『隠し←

→字園 （汲印閏設i

（令和•年裏l .
.＂員紐.,,,瞭・,
4 呻 （翫杯）関載..

インブット（予算等）．

日埠騎疇

C● : 9●·=•ヽ ・ ス9- ル
9●9 9 9● 這二彎« ・ ス9-•

99し99-
cb ;,. •二●ヽ・ス9-ル

9ー・ィ貪.,.,.. ;..̀n9ルーフ
"".の』,99●ーフ
wo ・ 9-＊ン99●ーブ

C汗●て支属亡ン
〇保冨所、 珈四•

ぶ＇ OJ、...“じ
貪 O町釦..零区別〇良

日 庄底0• Iご-心I

i-
3 

！ー .任●1 -

③川根本町が目指す学校づくりの探究
く県外視察の実施＞
富山県南砺市立南砺つばき学舎※8/ 25 （木）26 （金）

（参加者）教育委員会職員

町内小中学校教務主任
（研修内容）義務教育学校の進捗状況 ”

教育課程、特色ある取組

について

名古屋市立山吹小学校 ※11/24（木）30（水）

（参加者）教育長、教育委員会職員
学校長、担任教紡等

（研修内容）
自由進度学習について、

個別辰適な学びと協働的な学びの

一体的充実を図るとは

イエナプラン教育のコンセプトを

生かした学び
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1南砺つばき学舎視察研修 I

1年生から外国露活鵬 9隼間で
ゆ鵬Ill.I:回る

暑
呵

←—.、

. -
'" ＇ 

地鑢貫麟をテーマに7~9年生の
キャラクターデザイン1111覺

自学の鴫闇．やりたいものをポー ド1こ聾；；；、子供遍が自由1ご遍んで参加

I山吹小学校視察研修 I

麗じ学讐計●覆、学ぶこーとや学詈法

方について記述

「一人で」 『友遍と」 「先生と」 自分で選択、学冒内害を鯵得するため
のツールも自分で選んで伎用

教師に見られたアウトカム
女新しい学校を自分たちでつくるという思いや覚悟の高まり

女 2校それぞれよさを生かした特色ある学校をつくるという意識の
向上

教師に見られたアウトカム
女川根本町のよさを生かした学校づくりへの意鎌改革の高まり
女 「できるところから真似 してみたい」と嵐元の中での自由進度

学習を推進

SDGs、 ESDの理念に基づいた持紐可能な町づくり・学校づく
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④コミュニティ ・スクールの推進
百4年4月よ↓試行的にスタ ト

. csスクッフが学校と地域をつなぐ —r【幡べ65回、 •179

. csスタッフ企画 ・運営 「わんばくチャレンジスクール」

→"ー域の方による11の体験活動実籍】

・南地域学校運営協議会、北地域学校運営協謙会の開催

→r【南北―ども―各1回】

. csだよりの発信等

！中学校学区dヽ中一貫牧（量壽）

_J鸞に己置→，ヽ息 •
、繹．学
•べの更•

コE中II..璽- I ••••• ; 叩 91檀隋鬱、 Iヽヽ零佼

L -

一
中央 lヽヽ 紐

j 
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［中学校区ごとに学校運営協護会を設置。試行的にコミュニティ ・スクール活動を推進

●●0スヘ”ル・テ≪ 9• -”" "’n•iヰ町9 ..ード9観と ． ． 

,．．”39心•9.9~•9●0具●9●"-． 瓢
l として． ●9-'”99ス←ん•

わんばく千ャレンジスクール ・いこ笠櫨た田".,.駅-・匹
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女授業づくりに地域は9凡竺翌ぶ芸芦げ―；ーとり迄 職員の：：；；向上 Il;！! ！ u女学校や子供達のために、自分ができることをしようという地域の方の願いの高まり (̀-？ 
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(2) ロジックモデルを活用した
学校の主な取組
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ロジックモデルを踏まえた令和 5年度中川根

地区3小学校の学校再編に向けた主な取組

① 4校校長会

中川根中学校区の4校 （中川根第一小、 中央小、中川根南

部小、中川根中）校長の発意による協議 【2/27現在9回実施】

主な検討事項

〇児童生徒の活動や心のケア ロ教育課程編成の手順

0 教職員が行う再編事務 □保護者説明会、 PTA

□予算編成、学年費、積立金 口再編通信の発行

学校でのアウトプッ ト

RG授業の実施 目指す授業像の共有

校務分掌別ワーキングの実施 II教育計画書の検討による教育

，活動の整理

備品整理、引っ越し計画作成 引っ越しへの意識の向上

保護者説明会の実施 II保護者からの質問・提案によ

•一る教育計画の修正
予算ヒアヘの反映、学年費 ・ 再編後の教育活動を見据えた

積立金の検討 予算立て

4"＂長會 ll置・玄貸 誼●員 “鱈看"5 t磁

1 4佼口長會〇 "・ •’』に関ずる校長 零・這．嶋との心繕隕

• 4佼0曇 4校e閻Iii鱒拿

＂騎•”’’£籍〇 3佼倉関鱒品笠99

， ．佼佼長舎0 〇ヽ・務ヽ．合^寧綱つ一苓 匹＂“縞攀
Cヽ．侶＂分^寧鶯ワーキ

9 4"aII會 累、~,・ _--. "追‘聞令 .. RS“"ャロ"19

ft順●創9g蝸0 RO隕応D RO隈集〇 零•• 禎立拿帷

4校只侵會〇 〇ヽ•務9~分^掌爛ワー•

I 4"〇費會〇 叫ヽ•9~分^掌累ワー • 4 .. 校5色-関.....PT,._拿

信衰●鵡l9C 〇.．務,~分＾掌渭ワー• 罵、-9D・J・じ▼1、9.,． 字匹霊屯禽
校．分掌渭？ー事 庸 9●笠^9一11看"R,．S.“n "予貫ヒア
|＇ RG"””倉 ス.~·クー、し 9レバス冨n
9lっ薯l,鑢品専交 霰贔ヽ9べは．蟻

9 4校校長舎0 |̂Ro‘mー、f'”’R 罵3--0T"四"""，0

0環亀鵡l9底籍〇 和3鴫戴〇 ●G隕糞〇 ●-•1富軍ー主·”-亀信扇
RGmo舅 RG糟戴〇..

胚ぞツ"”” ．散胃l'曇●麗鵬

I 4＂＂費會〇 |a RGIHI作量菖壼 順霞胃I↑曇書賓
3ne岡鷹贔笠遣

2 ●沢只II會 和3霞糞〇
4佼校長食0 ,, .. _ ......8 .... •- •1_ 零笠-H-..,1!1 

畑イベント 閂伯イベント 閉イベント
j 4咬0侵奮〇 畑イペント 閉イベント 閂佼イベント

9l.,．し作集 91Aっ感●仔しにf●編鸞るP

3 1 

SDGs、 ESDの理念に基づいた持紐可能な町づくり・学校づく
鱚決すぺさ・ 糟続＂崖な次直代軟富の寅虞蚤日 JIし． 町内4小零校と20字改をコミュ；
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§ °出字知）の

中川根第一小学校臨時保護者会く単独開催＞

実施日： ① 9月2日（金） 第一小会議室＆オンライン

②9月3日（土） 第一小会議室＆オンライン

出席率 ：2日間で100%

保護者会第 1部：教育委員会作成資料を基に再編方針を説明

学校国18に係る保迄せ全

勢 1部

•はしめに、 JIl..."”育詈●令 "”"2,."＇ ＂作ぶしこIOnJI駁"111,&>Jにより．亭0.... 
の完えヽぷと笠し拿言．

保護者会第2部： 4校校長会で始めた検討事項を説明

学心に係る保讀者会

芦？部

疇｝塁ii:：、一
＂..●●● ．．黛鸞●9
”E●● 

― -̀...;.c. 

•こ-から1コ、 JIl桟本町駐ヨウ員如万許や蘊示e
広攣え玖!I. ◄.. ，錆,,, .,町99 • 印知Jヽ ・

中J’l鶴中）がげている四•岨し軍す．

疇

I 児●生社の9北笠ネ［こ閾する：：：と
□字＆阿●＇項 Jる児鼠への四 (9J・字 .,,
I I宍●む次乃ケ9について
n霰Aける7...紺［しついC
［ ［翫しいア校の字佼i7事の大PIrついて
n RG授顛の実麗比ついC

ロ児虫匹字にコAて
I I 3小亭芥””日佼9こ勺tiた取＇＂について
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分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

中川根第一小学校臨時保護者会
説明した土な内容

L 

R4. 8. 23 （火）
教育委員会による学校再編説明会

（中川根第一小学区）

保護者の29.1祝が出席
CSD（地元住民）も出席

CSOの発意

説明会終了後
保護者の戸惑い、不安を察知した
CSDが校長に保護者会開催を具申

7 ノ l

スビード感

R4. 9. 2 （金）、 9．3（土）
学校がPTA役員に相談の上

臨時保護者会を開催

〇児童の心のケア □使用する学用品
口児童の通学 □日課
口相談窓口の開設 □保護者説明会の開催
□新しい学校の学校行事の大枠
□ 4校の教育活動のすり合わせ
ロ （仮）義務教育学校中川根学園の特色ある教育 等

保護者からの意見・要望
0 SCによる相談体制の充実
0 新しい小学校での支援体

制の充実

0 教職員の均等な配置
〇現小学校での活動の充実

・学校への宿泊
・思い出づくりの活動

学校・教委のアウトプット
0 SCによる全児童との個別面

談の実施
0 RG授業の実施
〇支援員配置の予算化

0 人事異動作業への反映
〇 お別れ遠足

→ 3小学校で実施
〇学校での宿泊 （第一小のみ）

児章・保諄者に見られたアウトカム
＊ 「新しい学校で頑張ろう」という機運の醸成
女学校行事への保護者の参加促進

② 児童生徒の取組
月 4位n長 l［重・笠賃 餃馳且 信襲亀H応 t磁

1 4校校長舎〇 菖耀iゴmr紐長 I!"． ；畠と叫鳩慎

． 

中川根中学校区の3小学校（一部の活動は中川根中を含む
4校）の児童（生徒）によるR G（連携グループ）授業

4校校長会での主な検討事項
口 RG授業実施の趣旨 口教職員への仕掛け
口児童生徒への仕掛け 口教職員の配置
口日程、スクールパスの手配 口授棠会場の調整

暴
学校でのアウトプット -「 一 紐でのアウトカム ］ 

RG作業部会の実施 学校間の教員の相互理解促進
と児童生徒の情報交換

RG授業の実施 l目指す授集像の共有 」
校歌、特別活動等について考 ふるさとや新しい学校に対す
える授業の構築 る思いの醸成

教務主任の運携による日程調 卜ば:主任発」の計画によ百l
整、バス手配 理解の向上

ぶ’’ク
ミ 合
lそ91s

g 4佼佼侵舎〇 ES1IJlil修舎
歌瀑負鱈l9C郎 佼色閏爆品竺JJ

9 4nP鼻會〇 t•甚9'分"掌累ワー零
O*‘"“"‘ 

t務...分-掌綱ワー拿
9● 4沢只畏會〇 寛ヽ~1~0一エ・～"'.. ヽ"舎|企R9年そ羹9919

貌箪贔“"’g費〇""° °”薫〇 江畳.""' .. 

4佼＂負金0

匡" 4校0畏会0 三疇佼倉悶PT心： 
6 .. 這!1創9C訳 ，，〇這鸞は誡拿

貪I•9•釦パJ)予●ヒア
G胃黒作鵞菖會 ス9●I9て令-19バス這9う
l.,着し儡晶専貨 佼●‘"日縞艤

"“佼校長舎〇 〇ヽ讀—寓胄『作重●會 罵、~3・0ーヽ字口血書

“綱珊創“"“ ●0讚糞〇 0讚 0 |`ヽ≪駕-立-穐匹

•omo多鑽 0隕 O囁鑽

砥..，—寓“へス呵＂倉n,見.‘ば’し 牧會Itiii●夏は

I 4佼R畏舎〇 G隈重作重書〇
爾艘冑ltil書寛氏

oe,.儡晶SIJ, ．0校長會0 RO糟鴛〇
4佼校長拿e 9・佼-含羅1--8"遍し 1竃.“9零四̂-葎 直

畑 イベント 芯 イペント nイベ. .Iト

3 4佼校長舎〇 虚 イベント 濶イベ•ノト Eイペ•Jト

l’"し作量 |9囀~1 9鼻竃し1こ鍼るP
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分
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26
日
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２
部

分冊２ー

第 1回R G授業 (R4.10. 25) 

‘
 

1年生

「かもつれっ
しゃ」で人間

関係づくり

2年生

読み聞かせで

温かい雰囲気

の集団づくり

3年生

ジェスチャー

ゲームで楽し
く相互理解

小4~
中1年生

ふるさとへの
思いをワーク
ショップで語
ろう

小 4～中 1合同RG授業「ふるさとへの思いを五 ・七 ・五で」 特選七首

四 ば 戸三: 潟？ 溢 記 璽
•一 見

11 
t也、一 ＝ の た こ

召
上

芸̀-． ｀ 
lf 

つ ャく が「こ・ ほ 山々 炉l
の

イ,f;久J.._ tし" 

しズ 乙 人
ん、 s し、，，')ヽ す古工• 
あ fカ£‘1fzよ. 

し‘
1.‘ 

t る 走 こ； -兌 ぅ 后 ヽ`  
る で よ

清 れ ゥ＼
L き t t ナゎま ろ 豆)... こ

て と
つ

た

一
れ
し
9 9 

ね

廠 藝愚薩 渇 謙逍這 已墨逗．． ． 
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分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

令和5年度中川根地区3小学校の

学校再編に向けた主な取組

③ 教職員の取組

4校共通の教育計画書作成を目的と した校務分掌別ワーキ
ングの実施（一部に中川根中単独の内容を含む）

4校校長会での主な検討事項
〇学校経営構想、グランドデザインの検討、作成

ロワーキンググループの編制 □作業スケジュール
□すり合わせ方の検討 口決済の手順

暴
学校でのアウトプット ［ロニ学校でのアウトカム

校務分掌別にワーキングを開 学校間の教員の相互理解及び
催 各校の教育活動への理解促進

児童生徒に育む6つの資質 ・ |ワーキングで検討する教育活
能力と教育活動の関連を検討 動の見直しとスリム化の促進

一人の教職員が複数のワーキ 他のワーキングにおける検討
ングを兼務 内容を踏まえた協議

L 

月 4佼只長• ll量・ 宏資 蚊●鼻 “II看"s t磁

1 4佼口長會〇 属~儡‘に関ずる.., |臼竃．嶋と””'

9 4校0貴 4RO閻11鍋拿

” ●鱈1,1:t籍 3佼倉閏嶋品整9J

， ．佼校長舎0 〇‘9嘉9分,寧綱つ一苓
匹 " “ 集●

＂ヽ・愚••分-寧鶯ワー＊

1● 4佼 〇 晨 ” P、~’・ 一-- .心，•匹 ぽヽ |拿． 3匹9•四“

翫皐員鱈1,a:ffRO鑽貫〇 RO隕糞〇 1江99傘 隻四釦會

●佼只費會〇 〇ヽ•務9~分^掌累ワー •

" 4佼只良會〇
餃ヽ・務＂分^ 掌累ワー • 校色IIIPT"-拿

信這珊“1,a:籠〇 如.、..分-零賢つー• .99 .•..,,一•9畑• ヽ "'° エ校 雲堕会

紅.．̂分̂事舅ワー拿 •• :9_ ●笠•償一襲暑ト R,．SJWi’’ "予算ヒア

RG霞累＂ 重鬱倉 1●ス●會9•-̂9しバス這naぅ
91っ鴫し編品専資

畑 、9バは疇

12 4佼校長舎0 R̂°‘”ー彙璽重ヽf9糞壽拿 ●ヽ・a• n-T"快綱〇

信聾亀鱈l9圧鱚〇 RG糟藁〇 RG隕糞〇 E↓2..償扇

RG檀翼〇囀舅 RG隕薫〇囀鑽

砥., -富,.へ置、"” ・歌胃It轟書夏覇

I 4N"費會〇 ＾ RGIHI(9濃嘗壼 霞霞胃19曇書冗g

,,.紐鷹9J

, ．佼只侵” ●G霞萬⑳

4..佼長金R 39佼鼻•倉庄8" ●ー・1零主^ '』..信履

閉イベント 閉佼イベント 畑 イベント

* 4佼佼侵拿〇 唸イペント moイベント 応 イベント

9l.,竃し作集 1Aっ慧●9し91（ご●贔量るP

.j/ 

SDGs、 ESDの理念に基づいた持紐可能な町づくり・ 学校づく

鱚決すぺさ・ ”餃町戴な次憧代鬱富の寅嘱を811し．町内4小零校と 20字aをコミュ；

閏鱈匹←1:ロ:：：出翌芯:?:;；:.t,:;三:::；：出；；図
f,アクティ ピテ4•』

ア ウ ト ブ ッ ト ／ 活 動 こ 初問アウトカム如

R2 R3~R• 
4『中止＂＂湛 lこお99る
:Jリ隻属応のメリッドを

尋ス1い持絨•l..,'次

廿代 釈乏 糞"vる1
ょとを最M•IIとして

厨mかか零良がP亨

'校を再し コミュニ
..,9・スク-1レとして

/})霞•雫校(2ゆ
そ匹する． 、

’’ ［令905箪属l,
・霞邸•叫9瀑し←

a 字園 （汲ゆ 閏設)

9令わ●零裏l •
．＂血員 祖や,,瞭 ・l

a亨寝l（ほ杯） 関載ゥ

インブット（予 算等）．

門這鼠•
e● : 9● •二9 ヽ ・ ス9- ル

""コ●這二●， ． ス9-•
99し99-

cO 9,. •二●ヽ・ 29-ル,.....,. ,．e ;..湯n9ルーフ
999, ＂の』F̀,．ーブ
wo ;9-＊ン99●ーブ

C汗富て支護c•ノ
〇保冨所、鯰量g

豹
OJヽ字.....・↓

胄 O町釦..零区別む良

貸 ．m庭

う5
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令和4年度までのWGにおける未処理案件 0件

4校合同校務分掌別ワーキンググループの開催 (9~11月）

【参加者】中川根中学校区の全教職員

【実施回数】1つのワーキングにつき2回
※教育課程・学校行事WGは4回
※鍵康教育W Gは3回

1実施日で最大6つのワーキングを同時開催
延ぺ39回実施

【検討方法】各校務分掌による教育活動のページを持ち寄り
共通点等を洗い出した上で、 4校のいずれかの

学校に内容を寄せていく 。

I 実施した全18ワーキング I 
教育課租 学び推道 えがお椎進 図書鱚教育 特別活動
学校行事 （研修） （生徒指導）

キャリア 道徳教青 特別支援 情報教育 健康教育
教育 教育

安全教育 環墳教育 PTA検討 総合的な 外国語

学詈の時間 Ill麟理解

福櫨教育 人権教育 学校事務
38 
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29

分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

川根本町内全 6校による取組
1 匹血•IT:；；:::：；次芯；「：；には土：：；；出；；ロ
けクティピティ・

アウトブット／活動 初悶アウトカムぃ
R2 R3~R4 

4「中Û "C颯lこあ19る
J浪虜nのメリゥ 9を
暴収49&9J畿9ぶ欠

廿代匹を糞＂する J

よとを最終目噸として
町内44っ 2中字

・校を屯し．コミュニ

→ィ・スクールとして

ll>胃＂＂胃賓 9(20
乏叩る．．
“ ＂＂゚ 9零虞l• 
¢専万↓，．十はふJl..a
亨（飯杯四•

（令IO●蒙虞．

；裏呻富亨双Oll燿•

～ ffl （甑m 細•

インプット（予算等）ヽ

叩“"’’C● •コミ·=•··ス9ール
“9 9コ●ふ二9 ・ヽス9-ル

99し99-． 
¢0  9コ亀ュニ.,.スクール
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＂亀 ●＂遍n,．ーフ
"‘'．．遁n,．ーフ『̀O9 9...J99轟ーブ

〇伴胃廃珈llll・

較
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冨 C彎盆体~ ，，区馴a艮

目 '9嗚•'-..改"tt勤
雙定り

•
うけゞt
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「個別最適な学び」に関する校内研修実施率 100% 

川根本町教育会全体研修会「イエナプランに学ぷ」 (R5.2. 8) 

【参加者】川根本町内小中学校から教職員50名
川根本町教育委員会から 3名

コミュニティ ・スクール関係者3名
!CT支援員2名 計58名

【内容】ワークシ ョップ

「イエナプラン教育 “20の原則’'を考える

～教職員の観の転換を目指して～」

t
J
&
'紅

d
d
y
"
 

,“ゞ

9

、し

J.• 
-^
 `

‘’’ヤ99)·が•‘‘"•.•. < 

.‘“̀` Wか’・、9．叩ぃ 9̀  I 

i 
(、ヽ．9, ．ヽ山i
’’:119't’‘・I叫i

9u’̀ ( 

-9t1 ri 9 L̂e・ 
こ＼

,Wが 9ヽ
9/↓ - 199”’ 
ぺl‘“'•‘、 cふく

9ヽり”

,,.,. ,., 
.ヽ.ヽ 1名

ふ`：
‘̀ --”C 
こ"-~ ヨ
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SDGs、 ESDの理念に基づいた持紐可能な町づくり・学校づく

鱚決すぺさ・ 糟続＂崖な次直代軟富の寅虞蚤日 11し．町内4小零校と 20字改をコ ミュ；

閏鰭血•1:ロ::：ば窃翌：：心ゼは二:;：出；；訂
f,アクティ ピテ4,J

アウトブット／活動と 初問アウトカムビ

R2 R3~R• 
J 『 中止lこお99る

:Jヽ尺嘱応メリッドを

尋 1UJ片絨ol畿な次

廿代匹そ冥＂ Tl,J
.t:.kを最.....として

息内4小叩たが”’
校モ蔦し．コミュニ
..,9・スク-1レとして

/})霞•亭校(2ゆ
そ匹す.,..

’’ （會05箪属l.

・専預ぶ"""叫l限←
d 字 （甑杯）関設:

（令•寧裏・...,.,,鼻紐.,,,瞭・l

4 亨 （甑杯） 関毅ゥ

⇔•て支讀セン9 ← VI..C....'0••ニマ．．．．．．．． ＇ 
〇繹冨所、 切置• I田印輝這に如る 1拿：

..... 

＂ 
OJヽ字’”や

胄 O町釦..零区.,"'良

貸“•底

字匿匿塁壁翌轡
” 編閲9鳩 1ヒを具讀1とす

iる'""'-・
腐

中川根第一小発 「イエナプラン的学習 I
【個別最適化された

・個別の問いの追究
• 一人一人が学びの
方法を選択

・「納得舷」を追究
（一部教科を除く） 予 （一部教科

‘----/“叶i~ 【第一ス

心`

9編 1 研修の 3本柱＋ 1 

主導しているのは臨時講師 鷹せさ 2 子供の表れから資賃 ・能力
ペースで行うカリ ・マネ

心` 翼学年集団による授業を実施 を名 3 町名：；；ぢら;育

為
I=らl

侶別の週計画による偕別
コミュニティ・スクール

--t，りが4}l99, 999”H M i  

謀題の追究

・心 サークルーマイスペースー

サークルの授業スタイル

どのように社金•II"と躙わり．
よりよい人生會這•11'

~ -
"．．→そ●J""囁匹バ電匹+靖•

9nm-”→て欄＊『．
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分
冊
２
　
　
26
日
第
２
部

分冊２ー

口開催日時と場所
口 説明事項 （内容）
口教職員の出役

④ 保護者を対象とした取組

中川根中学校区の4校の保護者を対象とした合同説明会

主な検討事項

D 開催方法
□外部との連絡、調整
口 再編通信の発行

暴
学校でのアウ トプット ー［二］農諷賓〇了ウヒカーム＿

開催場所を均等に割り振り、 無理のない会場設定による参
全3回の説明会を開催 加率の上昇と理解の促進

対面とオンラインによるハイ tlロナの影響を心配せずに参
ブリッド方式を実現 加できる安心感

次回、次々回説明会を見通し 段階的な理解の促進とスケ
た説明事項の検討 ジュール感の醸成

保護者の質問、 意見を踏まえ 1意見が反映される満足感と学
た計画の作成、修正 校への信頼

月 4RR長會 lt置玄貨 誼編負 信II看"s t磁

1 4佼0長會0 胃儡に讚IJ'る校長 屯嶋と叫嶋隕

書 4佼口畏會0 4fR$11i111鰐拿

＂騎•”’’£籍〇 3佼倉悶鱒品整f

, ．佼校長舎0 〇`．濡、．合^寧綱つ一 ●拿”..,..

餃ヽ．尋^分^寧鶯？—

1● 4"＂幾會 愚、~,・ ...,--.，.,“訊‘聞令 5“tnャ""R

ft躙●創 ' " 崎 •omo RO隕糞〇
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学校再編に係る保護者説明会く4校共催＞

匡l実施日 会 場 出席率

①10/18 第一小体育館＆オンライン 小94.1% 
1 中21.1% ②10/19 中川根中体育館＆オンライン

(i)11/15 南部小集会室＆オンライン llヽ92.2% 
2 

②11/16 中14.0%中川根中MTスペース＆オンライン

3, 12/15 中央小体育館 小990% 
中47.4%

※中学校の出席率は「小学校に弟 ・妹がいない家庭の保護

者の内、説明会に出席した保護者の割合」を算出。

※12月15日の説明会は、 RG授業参観（小）と自由参観（中）の
終了後に実施。
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保護者目線からの質問、意見とアウトカム

C
-

Q 中学生と一緒にスクールバスで下校する場合、中学生を待つこ
とになりますが、その間の小学生の安全確保は大丈夫でしょうか。
Q スクールバスの乗降場所はどこでしょうか。バスの大きさや台

数によっては、安全でスムーズな乗降に問題がないでしょうか。

A スクールバスの待機場所、待機時間、乗降場所等
の状況を総合的に勘案し、町教育委員会と連携して、
安全対策を講じます。なお、昨今の通園バス事故を受
け、文部科学省が作成したガイドラインでは、降車点
検を義務付けています。児童生徒の欠席については、
メール、欠席連絡カード又は7:40~8:00の電話連絡に

て、必ず学校へ御連絡くださるようお願いします。

吟
スクールパスの

運行ルー ト、到
着時刻を勘案し

た運行計画と日

課表の作成

Q 学用品 （消しゴム、ノート等）が必要になった時に備えて、購

買を取り入れてほしいのですが。

丑［翌:i悶悶悶悶i孟位琵0匹5;；:

3 実践を振り返って

●ロジックモデルを校長会と共有しながら、学校現場の思いに寄り添い進めたことで、
教育委員会からのトップダウンではなく、学校現場の主体意識が高まった。

●バックキャスティングの考え方が浸透し、 目標の共有、いつまでにどうなっているの
か等、視覚化することができ、学校再編に向けた取組を具現化することができた。

●校長会が主体でプロジェクトワーキングを推進してきたことで、これからの川根本町
がめざす教育が共有でき、教職員一人一人に浸透した。

◆ロジックモデルについて、何をもって評価とするか（検証方法）、計画変更時の見
直しについて、スピード感をもって臨機応変に対応し、共有したい。

◆これからの時代を生きていく児童生徒には、 SDGsの考え方を深められるよう、教
職員にはESDの考え方が浸透できるよう、今後も継続して働きかけていきたい。
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ご清聴
ありがとうございました
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川根本町の教育 について、ESD ほり の 員として ン さ ていただきます。

われわれ 手研究 から される ESD ほり という組 があり、研究 の立場から

体の に参加さ てもらったり、 部の を持って何か ン したりという

ことで 体の に し ッ するような を行ってまいりました。

体的には、1 つ に 体教育 の のた の 論 組みの や 体や学校

の 組みを するという取組みになります。2 つ が長 的 ョンを持った

を行う教 の育 ということになります。3 として本 、 までやり

たかったのですが、 的には 1 と 2 のみの にとどまっております。

ESD

体的な取組み内容を さ ていただきます。

こちら 3 が川根本町さんの ッ ルを に える のたたき とし

て したプ SDGs P1 の ッ ルです。川根本町の教育委員会の先

生方とわれわれ 手研究 3 4 が に ー ショップをやりまして、この後 さ

れる IML の さんにフ シ テーターをお いして、このような 4 5 形で

ンプッ 、 、 ア 、中間ア 、 ア に けて

していく を行いました。これによって川根本町さんがどのような を ていきた

いのかということが、教育委員会の立場から されることができました。これがまず

1 つ の の 体的な になります。

2 つ の 教 の を する ですけれども、 年 、教務 の先生方を

まして ー ショップを行いました。 に学校を した後にどのような教育 を

つくっていくか、 まった教務 の先生方を にした ー ショップ になりま

す。教育委員会が している学校教育 ですとか義務教育学校 について、先生方が

体的にどのように 体 して えているのか、 体レ ルの全体の と たちの教

育 の の り合わ を る ー ショップのご になります。

つは、 ー という Google の ールを って行いました。 い を

先生方に いていただいて、 えば に かって を持って を り く 生

徒 とは、 体的に こういう子どもたちだよ とか、 らしさを見 けて ら学

というのはこういうことだよ というように、お いの を していくプ セス

になります。もう つは、 に 全に アップで先生方が す、こういう子どもた

ちを育てたいと、 に に っていって、それを同じ テ ーに けていく に

なります。このように先生方の を学校の と 合性を持た る を 年 は

行ってまいりました。 上がほり の の となります。

私を中 として川根本町さんに わってきましたが、 えてきた ッセー は、教育委

員会の先生方も を 通にしていると思いますが、 今後の 会の変 と教育の り方

を て えていくこと です。 子 ですとか 全ですとかを、まさに小

体だからこそ、より 感を持って する に しろ先取りする形で取組んでいくこ

と、教育が 代の育 の り方を える 性をお話ししてまいりました。

OECD の報告 で言われていますが、今後の 会変 の をしている 学 は、

子高 に って が 加してくるとか、地 の変 によって 足や 上 が

こる、 も 加してくる。テ や ー 、 的 の 、 の ー

ーション 、 の 加、 や の 加、 の市 参加の 下、こういっ
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たことがこれからの 会で こってくると を 見しています。

小 体だからこそ する に 子高 の問 、それから、 の 加も

な問 として えられてくることかと思います。そういった中で学校の先生方は 今

、 どうしようか。教育 が えるばかり なので、 先の子どもたちの を

えがちですし、 年 を するとか、これまでのやり方を することに りがちで

す。けれども、こうした 会の変 を見 えて、教育はどう変わっていかなき いけない

のかを えていく があるかと思います。

えば ス が 2050 年の教育の り方を す報告 を、2021 年の 11 に しまし

た。この報告 の中に 何を てて何を き いで何を するか。これを えなくて

はいけない と いています。 はこの報告 が される から、川根本町さんのほうで

は、同じ問いをもってすでに取り組んでいたのが、川根本町さんのお話を っていて

的でした。10 年後の町に えてほしいもの、変わらずにあってほしいもの、 っていって

ほしいものを える中で教育の り方を町として しているのが素晴らしいです。

これからの教育 を えた場合に、 年 の教務 の先生方を とした ー シ

ョップでも し上 ましたが、 の 習やこれまでの にとらわれないことが で

す。でも、 ー ショップをやっていても、これは しいです。 なんでこの

ですか そういうものだからです という発言が と いです。これまでやってきた

から とは ずしもならないわけですが 。 会は変 していくので。10 年後、20 年

後、30 年後にどのような地域 会をつくっていきたいのか、そのた の 会の い手の育

として今の教育に何が られるのを える。これが先ほど川根本町さんがおっし っ

た ッ ステ ン の え方になってくるわけです。

教 の働き方 ですとか、 体的な学校 から 変 、 変容の を子ども

たちに見 ることも になってくると思います。Ecological Teacher Agency ETA と

いう ですとか、ESD 持 可能な 発のた の教育 の中で られる システ 思

といった 論的な 組みとも、 合性がある え方になってくるわけです。

ETA ESD

Ecological Teacher Agency ETA の は、教 の には、これまでやってきてう

まくいったからやるとか、これまでやってきてうまくいかなかったからや るといった、

の から をして の に生かしていくというような 的 の もあ

ります。それから 的な 、今後どうしていきたいのかから今の を り返

る。 方の が だと思います。ESD でよく言われるシステ 思 の でも、

と 、そして をつな が になってきます。 が変容することと 会を変

容していくこと、 方の が ですと言われるわけですが、 に持っている ー

とか とを手 して、そもそも何をどうある きなのかを問い すことで しい

を し していくことができると言われています。

この手 していくという、 い 組みを手 していくことが しいのですが、そうしな

いと たな習 とか といったものは も しいことを、このシステ 思 とい

う 論が していると思います。

私が強 したかったのは、 会の変 の中で川根本町という 体が する今後の

を見 した中で、教育の り方を学校や教 が えていく 性を し上 ました。川

5ヽ
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たことがこれからの 会で こってくると を 見しています。

小 体だからこそ する に 子高 の問 、それから、 の 加も

な問 として えられてくることかと思います。そういった中で学校の先生方は 今

、 どうしようか。教育 が えるばかり なので、 先の子どもたちの を

えがちですし、 年 を するとか、これまでのやり方を することに りがちで

す。けれども、こうした 会の変 を見 えて、教育はどう変わっていかなき いけない

のかを えていく があるかと思います。

えば ス が 2050 年の教育の り方を す報告 を、2021 年の 11 に しまし

た。この報告 の中に 何を てて何を き いで何を するか。これを えなくて

はいけない と いています。 はこの報告 が される から、川根本町さんのほうで

は、同じ問いをもってすでに取り組んでいたのが、川根本町さんのお話を っていて

的でした。10 年後の町に えてほしいもの、変わらずにあってほしいもの、 っていって

ほしいものを える中で教育の り方を町として しているのが素晴らしいです。

これからの教育 を えた場合に、 年 の教務 の先生方を とした ー シ

ョップでも し上 ましたが、 の 習やこれまでの にとらわれないことが で

す。でも、 ー ショップをやっていても、これは しいです。 なんでこの

ですか そういうものだからです という発言が と いです。これまでやってきた

から とは ずしもならないわけですが 。 会は変 していくので。10 年後、20 年

後、30 年後にどのような地域 会をつくっていきたいのか、そのた の 会の い手の育

として今の教育に何が られるのを える。これが先ほど川根本町さんがおっし っ

た ッ ステ ン の え方になってくるわけです。

教 の働き方 ですとか、 体的な学校 から 変 、 変容の を子ども

たちに見 ることも になってくると思います。Ecological Teacher Agency ETA と

いう ですとか、ESD 持 可能な 発のた の教育 の中で られる システ 思

といった 論的な 組みとも、 合性がある え方になってくるわけです。

ETA ESD

Ecological Teacher Agency ETA の は、教 の には、これまでやってきてう

まくいったからやるとか、これまでやってきてうまくいかなかったからや るといった、

の から をして の に生かしていくというような 的 の もあ

ります。それから 的な 、今後どうしていきたいのかから今の を り返

る。 方の が だと思います。ESD でよく言われるシステ 思 の でも、

と 、そして をつな が になってきます。 が変容することと 会を変

容していくこと、 方の が ですと言われるわけですが、 に持っている ー

とか とを手 して、そもそも何をどうある きなのかを問い すことで しい

を し していくことができると言われています。

この手 していくという、 い 組みを手 していくことが しいのですが、そうしな

いと たな習 とか といったものは も しいことを、このシステ 思 とい

う 論が していると思います。

私が強 したかったのは、 会の変 の中で川根本町という 体が する今後の

を見 した中で、教育の り方を学校や教 が えていく 性を し上 ました。川

根本町さんのお話を っていて、 として 場の 体意 が高まったとおっし ってい

ました。この下 が いてあるところが、私が今 け加える部 になります。 に

や子どもたちの意見の がなされたことが素晴らしかったと思います。こんな 言で

し上 るには本当に足りない らい、たくさんの があったと思います。 の

方 の意見交 が 会を通して行われ、子どもたちの アといったところでス ール

ンセ ーさんを中 に根 強い取組みをなさっていることもよく かりました。

や 生徒、地域 、それぞれの え方がある中で、なる く同じ方 性を いてい

けるように意見を する取組みをなされたのが素晴らしいです。

年 の ー ショップを通して、教 が の言 で変容を えられるようになった

ことも つの かと思います。 会の変 とか 子高 とか、何か の言 で

ー しにくい とした 的な言 を、身 な として の言 で の の教育

と び けて れるようになる。それで て の い手に先生方もなれると思うの

です。 の本当に 変な取組みをされてきたと思いますけれども、そういった意味で全

てそいうところにつながってきているかなと思います。

方で ですけれども、 1 に、 の と の見 しをおっし っていました

けれども、持 可能性だったり だったり、教 の内発的 だったり、いろん

な ー ー が ってきているので、それがどうつながってくるのか、その 合性は、

えず していく があると思います。

2 に、ア ション ンピンテンシーという言 です。 に持 可能性を えた場合に

テ ルシン ン とかによって代 を えるだけではなくて、行 できることが

されています。 年 の教務 の先生方の ー ショップでも に町での

を通して も町 くりに できる 会を子どもたちに できないか というお話も

てきました。 行 できるところまで 生徒の能力を高 ることを します。

3 に、 しいと思いますが、 会変容、それから 変容という言 には、とて

も しさがあります。何が ールかを に定 られないところだと思います。学校教育

は 的があって ごとの 的とか年間を通しての があって、ある意味でそこに

するた に先生方は っていらっし る。それが教育 だと思いますが、 会の

から教育の を えると、何を とす きかがすごく 的で かり らく、 通の

として持ちにくいといったところがあります。そうすると ッ ルのような、

ある意味 をきちんと定 て ッ ステ ン で何をす きを えていく、ある意

味、 アな ルっていったものが を持つ しさがあると思います。この に し

ては、 の 3 部のほうで さんのほうからもお話があると思いますし、まさに

で えなくてはならないといった部 かなと思います。私のほうからは 上です。

意見交換

森 会 今 は で学校は があるので先生方はなかなか参加し らいかなと

思いますが、今の さんの ー ー として の話とか教務 の先生の

こととか ありました。 ですとそういう方 にも聞くことができるのでちょ

っと ですが、 部 の方とか参加している方もいらっし います。

さんのこの ン をお聞きになって私としては川根本町の山下先生、 本先生あ

たりにこのような非常に素晴らしい といいますかされたので、ご質問とか感

がありますでしょうか。 話ができたらいいと思いました。

山下 先生には、なかなか お でいただけなくて ン ンでいろいろなご

をいただきました。今お話を っていて、やはり として、教 員が

森
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としてこれからの教育を えたり、これから川根本町で す教育について の

言 で ったりできるようになりつつあります。そういう先生方の変容が、 体的

に行 できる子どもたちにつながっており、 は つか子どもたちが町のほうに働

き けて したことがあります。

今 っと が思い くのは、中川根 部小学校 6 年生が 町の したい い

ところ を総合的な学習などで取 をしまして、それを にまと ました。その

を、 本 と とで を って町長にお見 したところ、町長が 変いい

ものだということで、これは 町の ー ー にアップしましょうということ

で、川根本町の子どもたちが った を町の ー ー にアップさ てい

ただいています。

そんな うに子どもたちは、 たちが学んだことを に町長にアプ ー を

して町長が取り上 てくれて、それが町の として に されている

というような取組みは、小学校 6 年生が行いましたが、やはりそうやって たち

の力で 会というか の中が変わっていくんだというような、そういう小さな

を み したことがあります。やはり教 員が きく変容すると、子どもたちは

やはり 体性が していくことは に感じたことがあります。

として、方 性を に定 られない しさがあり、やはりなかなか今本当

に の 様 が んでいて教育も何を していいのか、まだ っている 場の

教 員はいます。 に、 の ない い教 員については がないものだか

ら、いろんな の に る 報によって され ったりすることがあります。そ

の にやはり学校の組 の中で、同 性の中で OJT の形で い教 員と わりなが

らみんなで方 性を定 ていくというか、そういう うなことがうちの町の教 員

の組 の中で、今できております。

やはり校長の ー ーシップというものが本当にそこには か ないのですが、

先ほど 校長が発表したように、町内の校長会が 体的にどんな教育をやってい

くか、どんな学校 くりをするか。教 員にどのように働き けるか。そこら辺を

本当に 体的にやってくれています。ですので、教育委員会から ップ ンで下

ろすのではなくて本当に アップで んでこれているという、そんな があ

ります。

森 変素晴らしい川根本町の を報告していただきましたが。 先生からお

聞きになって感 、 ン があればお いします。

先生方が変容していくことで子どもたちも変わっていくことが、すごく 味深く

て、 質的な をしたいなと思いました。同 性という ー ー も されて、

それもすごく だと思うんです。 くも くも何か つの方 にしなき いけな

いっていうことは、 に うさも 本の教 員 って持っていると思います。で

すので、それぞれがそれぞれの立場でできることを えるという 容性も にし

つつ け合いながらお い学び合うという 方の を にする もまた

かなと思いました。

森 先ほどの川根本町さんの報告では、校長の ー ーシップ、校長会が非常に 体

的です 。校長の ー ーシップとは、 ップ ンではない。教務 の方の

ー ショップによって を う教 が 体的に ける ポー を、そこを

う先生方の意 を変えていく取組みを行う。ある意味でこれは力のいることですが、

上から ップ ンでやるのは かもしれないけど、そうじ なくて本当に先生

方が 体的に参加できるような、そういう意 にまた に変えていくような ポ

森
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としてこれからの教育を えたり、これから川根本町で す教育について の

言 で ったりできるようになりつつあります。そういう先生方の変容が、 体的

に行 できる子どもたちにつながっており、 は つか子どもたちが町のほうに働

き けて したことがあります。

今 っと が思い くのは、中川根 部小学校 6 年生が 町の したい い

ところ を総合的な学習などで取 をしまして、それを にまと ました。その

を、 本 と とで を って町長にお見 したところ、町長が 変いい

ものだということで、これは 町の ー ー にアップしましょうということ

で、川根本町の子どもたちが った を町の ー ー にアップさ てい

ただいています。

そんな うに子どもたちは、 たちが学んだことを に町長にアプ ー を

して町長が取り上 てくれて、それが町の として に されている

というような取組みは、小学校 6 年生が行いましたが、やはりそうやって たち

の力で 会というか の中が変わっていくんだというような、そういう小さな

を み したことがあります。やはり教 員が きく変容すると、子どもたちは

やはり 体性が していくことは に感じたことがあります。

として、方 性を に定 られない しさがあり、やはりなかなか今本当

に の 様 が んでいて教育も何を していいのか、まだ っている 場の

教 員はいます。 に、 の ない い教 員については がないものだか

ら、いろんな の に る 報によって され ったりすることがあります。そ

の にやはり学校の組 の中で、同 性の中で OJT の形で い教 員と わりなが

らみんなで方 性を定 ていくというか、そういう うなことがうちの町の教 員

の組 の中で、今できております。

やはり校長の ー ーシップというものが本当にそこには か ないのですが、

先ほど 校長が発表したように、町内の校長会が 体的にどんな教育をやってい

くか、どんな学校 くりをするか。教 員にどのように働き けるか。そこら辺を

本当に 体的にやってくれています。ですので、教育委員会から ップ ンで下

ろすのではなくて本当に アップで んでこれているという、そんな があ

ります。

森 変素晴らしい川根本町の を報告していただきましたが。 先生からお

聞きになって感 、 ン があればお いします。

先生方が変容していくことで子どもたちも変わっていくことが、すごく 味深く

て、 質的な をしたいなと思いました。同 性という ー ー も されて、

それもすごく だと思うんです。 くも くも何か つの方 にしなき いけな

いっていうことは、 に うさも 本の教 員 って持っていると思います。で

すので、それぞれがそれぞれの立場でできることを えるという 容性も にし

つつ け合いながらお い学び合うという 方の を にする もまた

かなと思いました。

森 先ほどの川根本町さんの報告では、校長の ー ーシップ、校長会が非常に 体

的です 。校長の ー ーシップとは、 ップ ンではない。教務 の方の

ー ショップによって を う教 が 体的に ける ポー を、そこを

う先生方の意 を変えていく取組みを行う。ある意味でこれは力のいることですが、

上から ップ ンでやるのは かもしれないけど、そうじ なくて本当に先生

方が 体的に参加できるような、そういう意 にまた に変えていくような ポ

ー を、校長会のほうでやられたのかなと思うんです。そういう意味では非常に

かなと思いました。

市さんは 的に ッ ルつくらなかったのですが、川根本町さんは

辺先生 当 が 的に まと を行ってくださって 年

2021 年 7 のシンポ でも発表していただきました。

今 場に られて校長先生を務 ながら先ほどの 報告をお きして素晴ら

しい取組み を さを り えて行っていると思いました。そこで、まず

当 ッ ルをつくりながら感じたことはなにか、また 場に校長として

って ッ ルの の をいまどう しているかについてお聞きしたい

です。

に後 については、7 シンポ の議論では、学校 場で ー

ション ールとして できること、 ッ ステ ン の思 で まで

にやっておくことを え合意形 していく、そのた の な ールとなる議論を

しました。そこで、校長先生として 場に られた 先生は、今の感 として

ッ ルをどう えているのかお聞きしたいのです。そのことが、このプ

としては になっているので、よろしくお いします。

ッ ルの に携わってきたことが 的には学校 場に って非常に

きな力になったことを、今回この 3 回 シンポ の をまと た に

強く感じました。 ッ ルはア から えていきますので、そのた

には教員がどのような きになったらいいか、校長はどんな けや働き けをす

る きかとを えることができます。その で、教 員の内発的な意 を する

ールとして、 ッ ルは非常に ではないかと感じております。

に今回、学校 、教育長の にもありましたが、学校 が 12 かけて行

う 定が 7 に されてしまったので、かなり 務手 きもスピー 感を持っ

てやっているわけです。 先生からお話のあった教務 による 年 の ー

ン が 年 非常に 立ちました。 先生からの にもありました教務

との ー ン の中で、 ー の がありましたが、あそこに てきた

タ ですとか、それから 会をつくっていく力だとか、こういったものが は

7 に きょ校長として しい学校の ン ンをつくらなき いけないと

いった に、それを ー ー として子どもたちの けたい 質 能力と け

ることができたんです。

それ ー ン をやることによって教務 がまず をする、 を

す。教務 が を すと 員が になって 取組んでくれる 。そういう

が されてくるんです。そういった意味でも、ほり のみなさんを交えたこ

のプ の取組みは、 ッ ルの と って学校 くりにとって

きな力になったと感じています。

小岱 静岡 学教 員 学 の小岱と します。この教 学 の 生が川根高校の

力 の 長をやっております。地域との連携、地域の 性 にも 力して

います。そういう中で探究学習が、川根高校は非常に んでおりまして、県内で

ンテス があるんですが、 ップ を けて取ったり全 的にもそういったところ

が にも られているんです。今 2023 年 2 の でしたか、地域交流

会が行われまして、今 の教育委員会のご報告では小中連携しか てきま んでし

たけれども、川根高校では小中高の を見 えながら取組みを ている つ

のアピールポ ン だと思います。地域交流会を参加して思うことは、中学生の探

究学習の 、やはり 性とか 感があるので非常にいいです。その を
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教育長さんが先ほどお話ししてくださいましたが、補足しますと、パフォーマンス

としても高校生のプレゼンテーションなどが本当に優れていて、洗練されているん

です。私、県内のいろんな中学校を廻っていますけれども、都会というか静岡市の

生徒とかいろんな市町の子どものプレゼン見ていますけれども、川根高校は中山間

部だからと言って、物おじする、アピールしないかというと、そんなことなくて非

常に上手なんです。だから、そういう意味で子どもの変容っていったら、探究学習

を通じて非常に子どもが変容していると思います。そこら辺の手応えも教育委員会

のみなさまもあるのではないでしょうか。お話しいただければと思います。

山下 小岱先生には川根高校の体育館でお会いしました。川根高校での地域交流会で高

校生の発表だけではなくて連携中学校が 3 つあります。中川根中学校、本川根中学

校、川根中学校。それぞれの中学校の 2 年生が全員参加をして、その中の代表の子

が総合的な学習で研究したことを代表で発表していました。それで、その後は高校

生が体育館のブースをつくりそこでポスターセッションのような形でいろんな発表

をしていました。

やはり高校生は中学生の発表をすごく、肯定的にというか温かく見てそれで質問

を返したり、高校生の発表を中学生が聞いてそれを質問したりとか、そういう交流

が非常に深まっていて、地域の方がそういう様子をご覧になっているわけです。そ

ういう本当に中身の濃い中学校と高校との交流の場だったんです。今後、義務教育

学校になっていきますので小学生を交えて小学生、中学生、高校生の交流が、学び

を通してできればと非常に強く感じ、川根高等学校の校長ともそのような話をしま

した。まず川根高校の校長と話をしたのは、町内の小学校、中学校の校長と県立高

校の川根高校の校長と何か懇談を持ちまして、同じような交流の取組みができれば

いいなっていう話をしているところです。

森   小中高校生が交流する背景には、いま議論されたような小中高の先生方の協働が

あって、それが力になっています。そのような素晴らしい可能性が今回の報告と議

論で行われたかと思います。ありがとうございました。
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教育長さんが先ほどお話ししてくださいましたが、補足しますと、パフォーマンス

としても高校生のプレゼンテーションなどが本当に優れていて、洗練されているん

です。私、県内のいろんな中学校を廻っていますけれども、都会というか静岡市の

生徒とかいろんな市町の子どものプレゼン見ていますけれども、川根高校は中山間

部だからと言って、物おじする、アピールしないかというと、そんなことなくて非

常に上手なんです。だから、そういう意味で子どもの変容っていったら、探究学習

を通じて非常に子どもが変容していると思います。そこら辺の手応えも教育委員会

のみなさまもあるのではないでしょうか。お話しいただければと思います。

山下 小岱先生には川根高校の体育館でお会いしました。川根高校での地域交流会で高

校生の発表だけではなくて連携中学校が 3 つあります。中川根中学校、本川根中学

校、川根中学校。それぞれの中学校の 2 年生が全員参加をして、その中の代表の子

が総合的な学習で研究したことを代表で発表していました。それで、その後は高校

生が体育館のブースをつくりそこでポスターセッションのような形でいろんな発表

をしていました。

やはり高校生は中学生の発表をすごく、肯定的にというか温かく見てそれで質問

を返したり、高校生の発表を中学生が聞いてそれを質問したりとか、そういう交流

が非常に深まっていて、地域の方がそういう様子をご覧になっているわけです。そ

ういう本当に中身の濃い中学校と高校との交流の場だったんです。今後、義務教育

学校になっていきますので小学生を交えて小学生、中学生、高校生の交流が、学び

を通してできればと非常に強く感じ、川根高等学校の校長ともそのような話をしま

した。まず川根高校の校長と話をしたのは、町内の小学校、中学校の校長と県立高

校の川根高校の校長と何か懇談を持ちまして、同じような交流の取組みができれば

いいなっていう話をしているところです。

森   小中高校生が交流する背景には、いま議論されたような小中高の先生方の協働が

あって、それが力になっています。そのような素晴らしい可能性が今回の報告と議

論で行われたかと思います。ありがとうございました。

2023年2月27日（月）
13時半～

ESD実践の基盤となる公▽学校の組織・カリキュラムのモ
デル開発

複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み
～令和の教育にビルドインする～

川根本町の教育改革
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ESDほりぷの活動

1. 自治体教育改革の支援のための
・理論枠組みの構築

・自治体・学校改革の枠組みを検証

2.長期的ビジョンを持った省察を行う教師の育成支援
・ワークショップ・研修会や形成的評価を通じた教師の育成支援

3.本プロジェクトの成果検証

を目的に， 30~40代の研究者を中心に組織
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黄色を実現するためには、どんな子どもの変化を目指す必要がある？

今後の社会変化の将来予測

・移民の増加（←少子高齢化）

・地球環境の変化 （水不足、海面上昇）

・自然災害の増加

・テロやサイバー攻撃

・経済的格差の拡大

・扉用のオートメーション化

・失業率の増加

・肥満や自殺の増加

・政治への市民参画の低下（←政府に対する信頼の低下）

もOECD,Education 2030 
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変容を促す教育

REIMAGINING 

OUR FUTURES 

TOGETHER 

ユネスコの〈教育の未来〉国際委員会の報告書

．何を捨てるか

．何を引き継ぐか

／ 何を再創造する力＼

各学校レベルでも考え
てみましょう。

10年後の町に増えていてほU¥もの

人口 子似

公園・辺び

スーハー ・企襲

交Ji瀑所

10年後の町に変わらすにあって1訳かもの 10年後の町に滋つていてぽUAもの

自●9ベl!!

＇ 

これからの教育改革の要点

・過去の慣習やこれまでの実践にとらわれない

• 10年後、 20年後、 30年後にどのような地域社会を作っていき
たいか、そのための担い手の育成として今の教育に何が求めら
れるのかを考える

・教師の働き方改革、主体的な学校変革から、自己変革、自己変
容の姿勢を子どもたちに見せる

► ETAの概念への注目

►ESDシステム思考への注目

反復的次元 実践的ー評価的次元

専門職的状況の評価

認知
文化的．構逗的．物員的な状況（イネーブ

ラー．制約．リソース寄）

未来投影的次元

解釈
文化的． 橘追的．物員的な状態（イネーブ

ラー．制約． l）ソース）

エージェンシー

ETA (Ecological 
Teacher 
Agency)の概念

・目の前の状況に囚われず，
過去の次元と未来の次元か
ら自身の実践を省察する

・多様な選択肢の中からど
の選択肢がより大きな専門

的な目的から見て最も適切
かを判断

臼ヽ4こ
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• 新たな社会像をイメージ
して学習者が持っている前
提や価値観を問い直す、自
分自身と社会を変容させる
学びのプロセス

. u字の左側は古い枠組み
を手放し崩していくプロセ
ス、右側は失敗を経験しな
がら、新たな習慣や価値観
などが作られていく再創造
のプロセスを示す。

システム思考（U理論）

ロジックモデルの成果と課題

【成果】

・校長会の主体意識、保譲者や子供たちの意見の把握

・バックキャスティングの考え方、目標の視覚化

・教師が自分の言葉で変容を捉えるように

【課題】

・成果の検証と目標の見直し

・アウトカムとインプットの整合性を再考する必要性

・ 代替案を考えるだけでなく、行動できる児童•生徒の重要性
・変容の方向性を明確に定められない難しさ
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